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この事 業 は 日本 自転 車 振 興 会 の 機 械 振 興 資 金

に よる 「昭和45年 度 情 報 処 理 に 関 す る調 査 ・

研 究 補 助 事 業 」の うち 「ソ フ トウ ェア汎 用 化技

術 の調 査 研 究 」の一 部 と して実 施 した もの で あ

り古す 。
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序 に 代 え て

電 子 計算 機 の利 用 お よび プ ログ ラム開発 の 促進 は,国 民 生 活 の 向上 お よび

国民 経 済 の 健全 な発 展 に寄 与 す る ところ大 で あ り,そ の具体 的 な方 策 と して,

プ ログ ラムの流 通 を円 滑 にす る と ともに,情 報 処 理 サ ー ビス業 の育 成措 置 を

講 ず る こ とが強 く要 請 され て お りま す 。

先 に発表 され た産 業 構 造 審議 会 情報 産 業 部 会 の答 申 に も見 られ る よ うに,

ソフ トウェア技 術 の 開 発 と して ナ シ ョナル ・プ ロジ ェ ク ト等 に よ る ソフ トウ

ェ アの 開発 促 進 お よび ソフ トウェ ア開発 資金 の確 保,な らび に情 報 産業 の育

成策 として情 報 産 業 に対 す る助成,情 報 産業 の秩 序 づけ の措 置,政 府 機関 に

よる情 報化 の推 進,外 資 対策 等 が 当 面 の重要 課 題 とな っ て お りま す 。

これ らの諸 問 題 を解決 す る ため,今 年5月 情報 処 理 振 興 事 業 協 会等 に 関す

る法 律 が制 定 され ま した が,こ の法 律 の 中で情 報処 理 の振 興 を図 る ため開 発

を特 に 促進 す る必要 が あ り,か つ 広 く利 用 され る種 類 の プ ログ ラム の開発 を

国 の 費 用 を投 じて実 施 す る等 の 情報 処理 の振 興 策 が打 ち だ さ れ て い ます 。

具 体 的 な方 策 として,① 開発 を特 に 促進 す る必要 が あ り,か つ そ の開発 成

果 が事 業 活 動 に広 く用 い られ るプ ログ ラ ム(特 定 プ ログ ラ ム)の うち企業 等

が 自か ら開 発 す る こ とが 困難 な もの に対 し積 極 的 に 開発 す る,② 特 定 プ ログ

ラム の うち企 業 等 が開 発 した もの につ い て対 価 を支払 い,そ の 権 利 を取 得 す

る,◎ 以 上 に よ り確 保 され た プ ログ ラムに つ いて対価 を得 て 普 及 す る,等 の

業 務 を行 な う政 府 関係 機 関 の 設立1み て お ります。

この よ うな現 状 に鑑 み,当 財 団 では 「 ソ フ トウ ェア汎用 化技 術 調 査 委 員 会 」

を設置 し,今 後発 足 す る汎 用 ソ フ トウェア開発 機 関 の あ るべ き姿 の 方 向 づけ

を行 な う と と もに 当面 す る ソ フ トウェア 流通 に 関す る諸 問題 を解 決 す るた め



の指 針 を審 議 して参 りま したが,こ こに そ の成 果 と して 「 ソ フ トウェア汎 用

化 技 術 調査 報 告書 」を と りま とめ諸方 面 の方 々の参 考 に供 す るこ と と致 しま

した 。

この 際,本 事 業 に ご尽 力 を賜 っ た ソ フ トウェア汎 用 化 技術 調 査 委 員 会 の各

委 員,な らび に ご支 援 を賜 っ た関 係 各位 に心 よ り感謝 の意 を表 しま す とと も

に,本 報 告書 が 関 係 方面 に 活 用 され,わ が国 情報 処 理 産業 の 発展 の一 助 と し

て寄 与 で きれ ば望 外 の喜 び と存 じます 。

昭 和45年9月

‡

二

・㍍

当

ご;
'レ

鷺
己

'"

'

財団法人 日本情報処理 開発 セ ンター

会 長 難 波 捷 吾

さ
遺

題

パ
.

・

ポ
へ"

・"

%
晶筑

戦
霧

1

↑

'

ξ

」

4
号

'㌦し
[

ポ.、i



(

1:ご

、」マ～

ト

''

④

一詰
篭

委 員長

委 員

ア メけぽ ニ

1>ン?

ソ フ トウ ェ ア汎 用 化 技 術 調 査 委 員 会

(敬称略 ・順不 同)

野 田 克 彦 電子技術総合研究所

石 原 善 太 郎 三 井 東 圧 化 学

藤 井 純 日本 ソ フ トウェア

吹 田 具 協栄計算 センター

河 野 忠 義 日 立 製 作 所

若 曾 根 和 之 日本貿易振 興会

石 本 幹 郎 通 商 産 業 省

広 田 慶 次 郎 通 商 産 業 省

吉 田 剛 日本 情報処理開発 センター

事務 局(財)日 本情報 処理開発 セ ンター技術部研究課



/

、

,
・

r・H■N

ぺ

,〆

,.ヂ'一 、、 ・

¶

♂一一}＼

?

、

ρ

.

」

↑

,

「

'

.

」



'

'

'̂

目

t総 論

2特 定 プ ログ ラム の類 型化

2・1プ ログ ラム の分類

2・2特 定 プ ログ ラムに つ い て

5汎 『 用 化

5・1汎 用 化 へ の ア プ ロー チ

5・2標 準 化 の推 進

3・5汎 用性 の評 価

4委 託 のため の事 前調査 分 析

4・1事 前調査 の項 目

4・2事 前調 査 の方法

4・3事 前調 査 の外 注

4・4事 前調 査 と製作 との関 係

5発 注 方 法

5・1発 注 の 範 囲

5・2発 『注 方 法

5・3発 注方 法 上 の 問題 点

次

イ
・

ノ
◎

ノ
◎

0

5

3

5

5

7

7

8

8

9

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2



6対 価 の 決 定

6・1

6・2

6・5

6・4

6・5

内外 におけ る対 価決定 の現状

対価 決定に対す る考え方

考慮 すべ き対価決定の要素

対価 算定方式 の推奨パ ター ン

対価決定の問題点

7委 託 開発 プログ プムの進捗管理

7・1

7・2

7・5

7・4

進捗 管理 すべ き範囲

進捗管理 の内容

工程 管理の推奨 パ ター ン

管理 上の問題点,注 意点

8検 査,検 収 方 法

8・1

8・2

8・3

8・4

検 査 ・検 収 の範 囲

検査 ・検収 の方法

メンテナンスの保 証 と期 限

実施上 の問題点

法

の

方け付

i

2

3

4

貸

・

…

n7

9

9
'

Q
'

9

貸付 けの条件 と手順

貸付け 形式

利 用 者 に対 す る コンサル テ ィ ン グ

運用上 の問題点

5

3

5

6

8

0

2

2

2

ウ
↑

(∠

3

Z∨

3

」4

7

9

3

3

3

Z
∨

3

i

1

1

(∠

n∠

4

4

4

4

4

」4

4

6

9

1

4

4

4

4

5

、

∀



〆

.10貸 与 す る プ ・ グ ラ ム の メ ン テ ナ ン ス の 問 題

10・1プ ロ グ ラ ム の メ ン テ ナ ン ス

10・2

10・3

10・4

貸 与 す る プ ログ ラムの メ ンテ ナ ンス契 約

貸 一与 す る プ ロ グ ラ ム の 機 能 改 善([revisionup)

プ ログ ラム の機 能 強化(Vθrsionup)

5

3

3

4

4

5

5

5

5

5

参 考 資料 一1

参 考 資料 一2

参 考 資料 一5

参 考資 料 一4

参 考 資料 一5

参 考 資 料 一6

参 考 資 料 一7

参 考 資料 一8

価格算定の諸方式

1年 間 に1人 が 生産 す る プログラムの大 き さ と種 類

細 分化 された工 程表

職種体 系 と要求 され る能力

パ ッ ケ ー ジ ド ・ソ フ ト ウ
ェ ア の 販 売 状 況

価格決定 に対 す る考え方

パ ッ ケ ー ジ ド ・プ ロ グ ラム の 価 格 例

主 要 な汎 用 ア プ リケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム

6

6

7

8

9

2

4

6

5

6

6

6

6

7

7

7

`



.(

、

'
」 」

 

.

二
二

'

、

'

'

・

,

・

・



,

'

'

.

9

」

,

.

」

9

.

P

-..
`

'

9.

、



曾

》

●
,

'

'

・

・

,

.

・̀

7

1

'



1.総 論

「

4

こ の報 告 書 は,汎 用 プ ログラ ムを委託 開 発 し,こ れ を貸付 け る際 に必 要 な

諸事 項 を検 討 して,汎 用 ソ フ トウ ェアを委託 開発 し貸付 け る機 関(以 下 この

よ うな発 注 お よび貸付 の機 関 を汎 用 ソ フ トウ ェア事 業 機関 と呼 称 す る)が か

か る業務 を実施 す る際 の指針,あ るい は実施 に ともな う行 為 の標 準 パ タ 三ン

を調 査,検 討 した結 果 を と りま とφた もの であ る。

汎 用 プ ロ グラム に関 しては,情 報 処 理 振 興事 業 協 会等 に関 す る法律 に ょ り

「特 定 プ ・ グラ ム」 が 定義 づ け られ て い るの℃ この定義 の線 に沿 って検 討

を行 な っ た。 す な わ ち,先 ず,法 に定 め る 「特定 プ ログ ラム」 の 内容 を具 体'

的 に して;委 託 開発,貸 付 の対 象 とな るべ き プ ロ グ ラムの範 囲 を明確 に し,

汎用 化 の 手法 を示 した。

っ い で,特 定 プ ログ ラムの委 託開 発 に関す る基 本 設 計 か ら発 注,検 収,メ

ンテ ナ ンスな らび に開 発 され た プ ログ ラムの貸付 け までの 一連 の業務 を実施

す る場合 の標 準 パ タ ーンを検 討 し,図1-1の 流 れ 図 に示 す標 準 プ ロセス を

得 た。

さ ら に,同 図 の各 ブ ロ ックの 内容,あ るいは マ イ ナ ・ル ープで 示 され てい

る行 為 の 内容,た とえば 委託 開発 の ため の事 前調 査,発 注方 法,委 託発 注価

格 決 定 の 指針,委 託 開 発 業務 の 具体 的 な進捗 管理 方 法,出 来上 った プ ログ ラ

ムの検 査,検 収 な らび に貸付 に伴 う価 格 の 決定 そ の他 の問 題 の取 扱 法,特 に

そ の際 発 生 す る プ ログ ラムの メ ンテ ナ ンス,あ るい は プ ロ グラ ムの保 証 に ま

つ わ る諸 問 題 を価 格 の 問題 も含 め て検 討 し,標 準 的 な取 扱 方 法 あ るい は取 扱

方 法 あ るいは 取 扱 の指 針 を示 した。

一1一



なお,今 回 の報 告書 に示 した プPセ スは標 準 パ タ ーンを 示 した もの であ り,

業務 の実 施 に当 っては これ を基 準 と して適宜 実 情 に合 わせ て修 正 す る必要 が

あ る。

なお,報 告書 の 内容 は 次 の前提 で審 議 した もの で あ るか ら,こ の点,特 に

注意 を換 起 した い。

(1)図 示 の流 れ図 の出 発 点 とな ってい る事 前 調 査 の前 に汎用 プ ロ グラ ムの'

市 場調 査 な どの一 般 的 な調 査 が 当然 必要 であ るが,こ れ は周 知 の こ と と

して報 告 書 か らは 除外 した。

② この指針 を と りま とめ る に当 っ ては汎 用 プ ログ ラムの委 託 開発,貸 付

等 の業務 を行 な う汎 用 ソ フ トウ ェア事 業 機 関 に,プ ・グ ラ ムの発 注 先 の

決定 や 出来 上 った プ ログ ラム の評価,そ の他 この 種事 業 に とも な う一 切

の業 務 を処 理 す る ソ フ トウ ェ ア専 門委 員会 と もい うべ き組織 が あ る こ と

を前提 と して い る。

¶

h

'

一2一



図1-1 ソフ トウェ ア発 注 か ら検 収 ・貸 与 まで

!

○
開発繊 定
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専門委員会

システム設計 およ
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Yes
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No
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2.特 定 プ ロ グ ラ ム の 類 型 化

2・1プ ログ ラ ムの分 類

2・1・1目 的 か ら見 た プPグ ラムの分 類

(1)コ ン ピュ ータ ・シス テ ムを コ ン トロ ール す る プPグ ラム(コ ン トロ ー

ル ・プ ログ ラム)

今 日の コ ン ピュ ータは 多数 の機器 や要 素 か ら構 成 された複雑 な シス テ

ムで あ り,か つ そ の用 途 もバ ッチ ・モ ー ドか らオ ン ライ ン ・リアル タ イ

ム ・モ ー ド,TSSモ ー ドに至 る種 々の形 態 が あ る。 従 って コ ン ピュ ー

タ ・シ ステ ムの行 な う仕事 を用途 に応 じて 円滑 に遂 行 し,処 理 の能率 を

向上 して応答 時間 を短 縮 し,ユ ーザ に とつて使 い 易 い もの に しな ければ

な らな い。

この よ うな役 割 を遂 行 す るのが コ ン ト・一ル ・プ ログラ ムで あ るが,

この プ ログ ラムは 以下 の よ うに構成 され てい る。

① ハ ー ドウ エ ア管理

② タ ス ク管 理

⑤ ジ ョブ管 理

④ デ ータ 管理

② 汎用 プ・グ ラ ム言 語 を コ ン ピュ ータ固有 の機械 語 に翻 訳 す る プ ・グ ラ

ム(言 語 プ ロセ ッサ)

コン ピュ ータは 固有 の 機械 語 に よ っての み仕 事 を遂行 す る こ とが で き

る。 しか し人 間 が 機械 語 に よって プ ・グラ ムを作 成 す る こ とは極 め て困

難 で あ り,か つ 多大 の 時間 を必 要 とす る。 この問 題 を解 決 す るた め種 々
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の プPグ ラム言 語 が開 発 され,普 及 し てい る。 これ らの プ ログ ラム言 語

には 以 下 の もの が あ る。

① ア セ ン ブ リ言語

② コ ンパ イ ラ言 語

③ 問 題 向 け言 語

この うち,① は ハ ー ドウ ェ ア と密 接 な関係 を もつが,② ③ は ハ ー ドウ

ェ アとは 無 関 係 で あ る。 これ らの言 語 で書 か れ た プ ログ ラムを これ と等

価 な 機械 語 の プ ロセ ッサ に変換 す るた め に言 語 プ ・セ ッサ が 準備 され ね

ば な らな い。

(3)コ ン ピュ ータ使 用 に際 し普遍 的 に行 な わ れ る仕 事

コ ン ピュ ータ を使 用 す る に際 し,多 数 の ユ ーザ に よって普 遍 的 に実施

され る仕 事 が 予 め プ ログ ラム と して準 備 され てい る こ とは ユ ーザ に とっ

て便 利 で あ る こ とは い うまで もな い。 この種 の プ ログ ラムは ユ テ ィ リテ

ィ ・プ ロ グラム または サ ービス ・プ ログ ラム と呼 ば れ,通 常 以下 の もの

が 含 まれ る。

① ソ ー ト/マ ージ

② リンケ ージ ・エ デ ィタ

◎ 各種 フ ァイルの取 扱 い

(4)ユ ーザ が コン ピュ ータを 使用 して プ ロダク シ ョンを 行 な うた め の プ ロ

グ ラ ム

コ ン ピ ュ ータを使 用 して ユ ーザ の行 な う仕 事 は元 来千 差 万別 で あ る。

しか しな が ら取 扱 う問 題 が数 学 的 に定 式 化 され,ま たは 処理 手順 が論 理

的 に厳 密 に設定 され,比 較 的 多数 の ユ ーザ に よっ て利 用可 能 な もの が あ

る。 これ らを ア プ リケ ーシ ョン ・プ ログ ラ ム と名付 け る。 これ に反 し特
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定 の ユ ーザ に固有 の プ ・ グ ラムで あ っ て他 人 が 利用 す る こ との 困難 な も.

の をユ ーザ ・プ ・グ ラ ム または カ スタ ム ・プ ・グラム と呼 ぶ こ とにす る。

2・1・2ブ ・グ ラム作 成 者 か ら見 た分 類

(1)コ ン ピュ ータ ・メ ーカが作 成 し,ユ ーザに提 供 す る もの

前 項 に述べ た プ ログ ラムの 目的 か ら明 か な如 く

① コ ン トロ ール ・プロ グラ ム

② 言 語 プ ロセ ッサ

⑤ ユ テ ィ リテ ィ ・プ ログラ ム

の3種 類 の プ ログ ラムは これ まで メ ーカ に よって準備 され,ユ ーザ に無

償 で提 供 され る こ とが通 例 であ った。 この 内① は確 か に メ ーカが作 成 す

る こ とを必 須 とす るが,② ③ につ い ては必 ず しも必 須 とす るもの で は な

い。 現 にIBM社 の よ うに② お よび⑤ につい ては有償 とす る方 針 を とっ

てい る会 社 もあ る し,ソ フ トウェア会社 が作成 して ユ ーザ に提 供 す る こ

と もあ り得 る。

② コ ン ピュ ータ ・メ ーカが 営業 政 策 上 の見 地 か ら準 備 し顧 客 に提 供 す る

もの

多 くの コン ピュ ータ ・メ ーカ が セ ール ス ・ソ ール と してい くつか の ア

プ リケ ーシ ・ ン ・プ ロ グ ラムを準 備 して顧 客 に提 供 す るこ とは す で に慣

習 とな つて い る。 たxし,特 定 の ソ フ トウ ェアは有償 とな つて い るもの

があ る し,IBM社 は この種 の プ ・グ ラム も今後 す べ て を有 償 とす る方

針 を打 ち 出 してい る。 これ らの プ ログ ラム には 以下 の ものが あ る。

① サ ブル ーチ ン型 式 の もの ・

科 学計 算 用,統 計 計算 用 な ど

② 問題 向 け言 語処 理 プ ・グ ラム
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シ ミュ レ ーシ ョン用(GPSS,SIMSORIPTe七c.)・

数 値 制 御 用(APT)

⑤ プ ログ ラム ・シ ステ ム として ま とめ られた もの .

LPプ ログ ラム,PERT/OPM,構 造 計算 用 プ ログ ラム,

情 報検 索 な ど

④ ユ ーザ の プ ログ ラ ミング作業 を助 け る もの

部品 表 展 開

(5)ソ フ トウ ェア会 社 が作 成 し提 供す る もの

ソフ トウ ェ ア会社 が顧 客 の依頼 に よ り,ま たは 自主 的 に各 種 の プ ・グ

ラムを開発 し,コ ン ピュ ータ ・メ ーカや ユ ーザ に提 供 す る こ とが 米 国 に

おい て は盛 んに行 なわ れ て い る。

① メ ーカ の注 文 に よ り作成 す る特 定 の ハ ー ドウェ ア ・シス テ ム

にマ ッチ した プ ログ ラム

言 語 プPセ ッサ,ユ ーテ ィ リテ ィ ・プ ロ グ ラム

② ユ ーザ の 注 文 に よ り作成 す る特 定 の業務 を遂 行 す るた めの プ

ログ ラム

ユ ーザ ・プ ロ グラ ムまたは カ スタ ム ・プ ログ ラ ム

⑤ 自 らの責 任 にお い て開発 し不 特 定 多数 の顧 客 に提 供 す る プ ロ

グラム

ソ ー ト/マ ージ用 プ ロ グラム

フ ロ ーチ ャ ー ト作 成用 プログ ラム

情 報 検 索 用 プ ログラム

会計 計 算 用 プ ログラム

(4)コ ン ピュ ータ ・ユ ーザ が作 成 す る もの

一9一
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この種 の プ ロ グ ラムは コ ン ピュ ータ ・ユ ーザ の業 種,対 象 業 務 に よ り

多 種 多様 であ り,か つ絶 えず増 加 の 一途 を辿 って い る。

2・1・5.汎 用 性 か ら見 た分 類

(1)機 種 を問 わ ない とい う意味 で の プ ログ ラムの 汎用 性

一 般 に上 位 レベ ル の汎 用 言語 で記 述 された プ ログ ラムは機 種 を問 わず

汎用 性 が あ る とい え る。 た だ し機種 間 に よつて は些 少 の 修 正 を必 要 とす

る こ とが あ り得 る。 もち ろん対象 とす る計算 機 の メモ リ(コ ァ)の 容量

に よる制 限 が あ り得 る し,デ ータ の表現 形 式 の差 に よる手直 しを必 要 と

す る こ ともあ る。

また プ ログ ラ ムの 性 質 に よっ ては 汎 用 言語 と下 位 レベル の言語(ア セ

ン ブ リ言 語)と を混 用 した例 も少 くない。 この場 合 は下 位 レベ ルの言語

を使用 した部 分 につい て は機 種 に応 じ て書 直 しを す る こ とが必要 にな る。

② どの ユ ーザ に も利 用 で き る とい った 意味 で の プ ログ ラムの汎用 性

一 般 に ユ ーザ の使 用 す る機種 は多 種 にわ た り,ま た コン ピュ ータ の適

用業 務 は千 差 万 別 であ る。 この よ うな条 件 で ユ ーザか ら見 た 汎用 性 の あ

る プ ログ ラム を定 義 す る こ とは容 易 で な い。 現 在 内外 の メ ーカが提 供 し

てい る主 要 な汎 用 ア プ リケ ーシ ・ン ・プ ・グ ラ ムを参 考 資 料 一8に 列挙

す る。

,

2・2特 定 プ ログ ラム につい て

2・2・1特 定 プ ロ グ ラムの定 義 づ け

この報 告書 でい う特 定 プ ログ ラム とは 国 費 等 の公共 費 を も つて開発 す

るに値 す る プ ロ グ ラムを い い,以 下 の条 件 を 備 え る もの で なけれ ばな ら

ない。

'
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① 汎用 性:プ ログラ ムに対 す る必要 性 が高 く,広 く利 用 活用 され

得 る もの。

② 先 進性:高 度 の 機能 を もつ プ ・グ ラ ムで,そ の 開発 に 多額 の費

用 を必要 と し企業 ベ ースで は開発 が 困難 な もの。

⑤ 採 算 性:当 初 の需要 は 必 ず しも明確 で な く,採 算 性 が不 確 定 な
'

もの。 しか しなが ら5年 程度 後 には 需要 が見 込 まれ る もの であ

る こ とが望 ま しい。

2・2・2開 発 す べ き特 定 プ ログ ラムの 選定 方針

特 定 プ ログ ラムの 開発方 針 を列 挙 すれ ば以 下 の通 りで あ る。

①

②

⑤

④

2・2・3

開発 の 対 象 とな る特定 プ ログ ラムの選定 に関 し,

げ れ ば以 下 の通 りで あ る。

① サ ブル ーチ ン型 式 の もの につ い ては,科 学 技術 計算 用 の整 備 され

た ラ イ ブラ リ ・プ ロ グラ ム

② ア プ リケ ーシ ョ ン ・プ ログ ラムで は規 模 が大 き く,多 額 の資金

を要 す る もの

⑤ ユ ーテ ィ リテ ィ ・プ ログ ラム としては異 機 種間 の変換 用 プログラム

コ ン ピュ ータ ・ユ ーザ に とって効 用 の高 い プロ グ ラムを優 先す る。

規模 の大 きい プ ・グラ ムを積 極 的 に開発 す る。

中小 規 模 の プ ログラ ムで あ つ て も利用 頻 度 の特 に高 い もの は開発

の対 象 とす る。

汎 用 性 の点 か ら皿achine-Mdependentな プ・グラムを優 先 す る。

しか し部分 的 にはmachine-dependentに な るこ とは やむ を得

な い。

特 定 プ ログ ラム開発 に関 す る示 唆

目 安 とな る事項 を あ
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海外 では 開発 され てい るが,日 本 では入 手 し得 な い プ・ グラ ム
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5.汎 用 化

白

●

特 定 プ ログ ラムは,な る べ く多 数 の ユ ーザ に使用 され る こ とを 目標 と して

い る。 こ こでは プ ログラ ム に この意 味 での汎 用性 を 与え る方 法 を考 察 す る。

現 在世 に 出てい る コン ピュ ータ す なわ ち ノイマ ン式 の コン ピュ ータは,本 来

そ の ハ ー ドウ ェ アが汎 用 性 を も つてお り,こ れ を ソ フ トウ ェ アに よっ て 個 々

の 用途 に適 合 させ て い るの で,ソ フ トウ ェアに汎用性 を もた せ る こ とは,一,

般 に難 か しい。 した が つ て汎用 化 へ の ア プ ロ ーチは,そ れ ぞ れ い くつ か の条

件 を ともな つて お り,ま た それ らは相 互 に深 い関係 を持 っ てい る場 合 が 多い。

以 下汎 用 性 の あ る特 定 の プ ロ グ ラム を得 るため の ア プ ロ ーチ と,こ れ に関

連 す る問 題 点 を あげ る。

5・1汎 用 化 へ の ア プ ロ ーチ

5・1・1一 般 的 な利 用 目的 に対 す る プ ログラ ムの 汎用 化

コン ピュ ータ を一 般 的 な 目的 に利 用す る場 合 に,そ の プ ログ ラム ・ル

ーチ ンを ,さ らに広 範 囲 の各 種 の コ ン ピュ 三夕 ・シス テ ムで利 用 で き る

よ うにす るた め には 次 の 方 法 が考 え られ る。 す な わち

(a)プ ロ グラ ム記 述 用言 語 に汎 用 コンパ イラ言 語 を 使 う。

㈲ す でに普 及度 の 高 い コン ピュ ータの アセ ンブ リ言 語 を使 う。

3・1・2特 定 分 野 向 け プ ログラ ム用 の高 レベル言 語 の開発

フ ァイル処 理用,一 般事 務処 理 用 等,特 定 分 野 向け の プ ・ グラム を汎

用 化す るた め,こ れ を記 述 す る高 レベ ルの言 語 を開発 す る。 この言 語 に

対 す る翻 訳 方式 には 目的 プ ログ ラムが,

一13-一



(a)汎 用 コ ンパ イ ラ言 語 た とえば,OOBOLで 書 かれ てい る もの

㈲ 特 定 の機械 語 で書 か れ て い る もの

の2種 類 が あ る。

3・1・3

(a)

(b)

(c)

3・1・4

モ ジ ュ ール化 方式 の採 用

設 計 仕 様,ま たは フ ロ ーチ ャ ー トの レベ ル を標 準 化 して,一 般 性

を もたせ る。(機 能仕 様 書,ま た は フ ロ ーチ ャ ー トを商 品化 する)

通 常 の コンパ イ ラ言 語 と,機 械 語 の間 に特 別 の 中間 レベ ルの言 語

を設 定 して,各 種 の プ ロ グラムの機 械 に対 す る依存 性 を な くす。

プ ログ ラム をい くつ か の モ ジ ュ ール に分 け,そ の な るべ く多 くを,

汎 用 コ ンパ イ ラ言語 で書 き,能 率 に影 響 す る部分 等 を機械 語 で書

い た モ ジ ュ ール と し,適 用 す る シス テム ご とに この部 分 を と りか

え る。

ソ フ トウ ェ アの 汎用 化 を助 け る技術 の 開発

プ ロ グラ ムそ の もの に汎 用 性 を与 え る ア プ ロ ーチ以 外 に,つ ぎに のべ

る よ うに間 接 的 に ソ フ トウ ェ アの汎 用 化,標 準 化 を助 け る プ ログラ ムを

開発 す る こ と も重 要 であ る。 これ らの ソ フ トウ ェアは,作 り方 に よって

は 汎 用 性 の あ る もの ともな り得 る。

(a)変 換 プ ログ ラム

普 及 度 の 高 い コ ン ピュ ータ ・シス テ ム間 で,そ れ ぞ れの プ ログラ

ムお よび デ ータ に対 す る変換 用 プ ロ グ ラムを開発 す る。

㈲ プ ログ ラム の開発,製 作 の 自動 化 に使 用す る ソフ トウ ェア

フ ロ ーチ ャ ー ト自動 作成 用,ド キ ュメ ン ト管 理 用,プ ログ ラムの

テ ス ト用 等 の ソ フ トウ ェ アを開発 す る。
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3・2標 準 化 の 推 進

ソ フ トウ ェアの汎 用化 には,コ ン ピュ ータ の ハ ー ドウ ェアの標 準 化 が最

も有 効 な手段 で あ るこ とは 勿論 で あ るが,そ の他 の関連 部 門 の標 準 化 の推

進 も,極 め て重 要 であ る。

す な わ ち,

(a)'コ ンパ イ ラ言 語 の標 準 化

(b)コ ンピュ ータ ・システ ムに お け る各 種 イ ンタ ーフ ェイ スの標 準 化

(c)情 報 処 理 システ ム にお け る処 理形 式,デ ータ形 式 の標 準 化

な お,大 規 模 な ソ フ トウ ェ ア,能 率 を要 求 され る ソフ トウ ェ アで は,コ

ン ピュ ータ の ハ ー ドウ ェアに対 す る依存 性 を無 視 す る こ とは,現 実 の問題

として難 か しい。 これ に対 しては,3・1・5(c)で のべ た モ ジュ ール化 を最

大限 に活 用 す る ことが重 要 で あ るが,他 方 製 作 の段 階で あ らか じめ使 用 を

予想 され る何 機 種 か の異 るハ ー ドウ ェアを対 象 に して,そ れ ぞれ の 機種 用

の プロ グ ラム を セ ッ トと して,用 意す る こ とが 考 え られ る。

`

5・3汎 用 性 の 評 価

前 述 した よ うに,特 定 プ ロ グラム の汎用 性 には,い くつ か の条 件 が伴 な

っ てい るの で,そ の評価 は難 か しいが,ソ フ トウェア に対 す る一 般 的 な評

価 の他 につ ぎの よ うな評 価項 目が あ げ られ る。

(a)特 定 分 野 の範 囲

特 定 の分 野,ま た は 目的 に対 して設 計 され た プ ・グ ラムで も,そ の

範 囲 内 で な るべ く多 くの ユ ーザ に利 用 され る こ とが望 ま しい。 したが

って,汎 用 プログ ラムの持 つ 各種 の機 能 が そ れぞ れ ユ ーザ側 の事 情 に

よる相 違 点 を,ど こ まで カバ ーしてい るか は,汎 用 ソ フ トウ ェ アの重
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要 な評価 項 目で あ る。

ただ し,こ れは プ ログ ラムの大 き さ,ひ い ては 能 率 との比 較 の 問 題

で,考 慮 す る必要 が あ る。

(b)コ ン ピュ ータ ・シス テ ム との 適合 性

入 出力装 置の種類,台 数,性 能 に対 して,選 択 の 自 由度 の広 い こと

が望 ましい。

(c)オ ペ レ ーテ ィ ング ・シス テ ムの 規模 に対 す る適合 性

オペ レーテ ィ ング ・シス テ ムで は,普 通 ハ ー ドウ ェ ア ・メ ーカが 修

正 を加 えて,何 度 もバ ージ ョ ン ・ア ップを行 な うもの で あ る。 したが

っ て,汎 用 ソ フ トウ ェアは,オ ペ レ ーテ ィ ング ・システ ム の中味 に依

存 す る部分 が 少 ない こ とが望 ま しい。 す なわ ち,オ ペ レ ーテ ィ ング ・

システ ムの バ ージ ョン ・ア ップに対 して影 響 を受 け る部分 が どの程 度

で あ るか,お よびそ の 部 分 の 改訂(作 り変 え)が 容 易 に行 な え るか,

とい うこ とが評 価 の対 象 にな る。

(d)モ ジュ ール化 の程 度

プログ ラ ム ・シ ステ ムで モ ジ ュ ール化 が 正 し く行 な わ れ てい る こ と

は,一 般的 に重 要 で あ る が,汎 用 ソ フ トウ ェアの 場合 では,そ の バ ー

ジ ョン ・ア ップが や りやす い よ うにモ ジュ ール化 して あ る こ とが 必要

であ る。

(e)ハ ー ドウ ェアに対 す る依 存 性

高 い レベル の言 語 で書 か れ た汎 用 ソ フ トウ ェアは,原 則 と してそ の

言 語 の コ ンパ イ ラを も つ ハ ー ドウ ェア ・シ ステ ムで は使 え るが,そ の

ため には 各種 の条 件 が付 帯 してい る。 それ らの制 約 を考慮 して,ど れ

だけ多 くの機 種 で使 用 できるかとい うことが汎 用性 を評 価 する対象項目となる。
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4.委 託 の た め の事 前 調査 分析

●

特 定 プ ログ ラムの発 注 に つ い て,そ の開 発方 針 を決定 し,発 注価 格 を検 討

す る際 に必要 な 資料 を得 るた め に,事 前調 査 が 必要 で ある。

機 能 の高 い特 定 プ ログラ ムが 開発 され,こ れが 広 い分 野 で利 用 され る よ う

にな るため には,極 め て広 い範 囲 の 多 くの分 野 につ い ての調 査 活 動が 必 要 で

あ るが,こ こで は,特 定 の テ ーマを 決 め てか ら発 注 に到 る まで の間 に・ 調 査

す べ き問題 お よび そ の方 法 につ い ての べ る。

な お,総 論 で述 べ た よ うに,こ ふに記 す事 前 調査 に と りか か る前 に予 め汎

用 プ ログ ラムの市 場調 査 等 の一般 的 な予 備調 査が 必要 な こ とは い うまで もな

いo

'

4・1事 前 調 査 の 項 目

発 注 す る ソフ トウ ェ アにつ い て,事 前 に調 査す べ き最 少限 度 の問題 には,

下 記 の よ うな も のが あ る。

(1)汎 用性

② 市 場 の範 囲 お よび 市 場 の要 求

(5)利 用 され る期 間 に つい て の見 通 し

(4)競 争 品

(5)販 売価 格 の 見通 し

(6)内 容 につ い て

a.設 計 の考 え方

b.適 用 につ い て の範 囲,制 限事 項
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c.記 述 言 語

d .プ ロ グ ラ ムの 大 き さ

e .ハ ー ドウ エ ア'シ ス テ ム

f.原 価 の 見 通 し

g.最 少 開 発 期 間

h.バ ー ジ ョ ン ・ア ッ プ(更 新)の 見 通 し

i.関 連 技 術

(7)所 有 権 の 問 題

`

■

4・2事 前 調 査 の 方 法

4・2。1事 前調 査 の深 さの段 階

特 定 プPグ ラムの 内容 に よって,事 前 調 査 の 深 さは,次 の各段 階 の適

当 な と ころ まで行 な う必 要 が あ る。 そ の段 階 を プ ログ ラム作成 に対 して

遠 い所 か ら な らべ る と,次 の よ うに な る。

a.汎 用 性,市 場性 に関 す る背景(直 接 関 連 す る一 般 的項 目)に つい

ての調 査

b.外 部仕 様 設定,検 収方 法 につ い ての 調 査

C.発 注条 件 等 に つい ての調 査

d.サ ブ ・セ ッ ト,ま た は同種 の もので の試 行 調査

向

'

4・5事 前 調 査 の 外 注

事 前調 査 は重要 で あ るか ら費 用 を か け て で も実施 してお か な けれ ば な ら

な い。 事 前調 査 を外 注 す る場合 には ・ そ の テ ーマ ・ 内容 に よ って,下 記 の

よ うな方 法 が 考 え られ る。
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●

4

a.特 殊 研 究 機 関 へ の依 頼

b.調 査 企 業 へ の発 注

c.ソ フ トウ ェ ア会社 等,汎 用 ソフ トウェ アの受 注可 能 な企業 へ発 注

d.汎 用 ソフ トウェ アそ の ものの納 入 企業 に,そ の作 業 の 一部 としてや

らせ る。

どの場 合 に して も,調 査項 目につ い ての詳 細 な仕 様 の設 定 が,調 査 の 深

さ,有 効 性 に大 き くひび い て くるの で,こ れ ら調 査 につい ての要 求事 項 を

整 理 し,こ れ に基 づい て発 注 先 か ら提 案書(プ ロポ ーザル)を とっ て,十

分 検 討 した上 契 約 を行 な うこ とが望 ま しい。

4・4事 前調 査 と製作 との関係

テ ーマの 内容 に よって は,ソ フ トウ ェ アそ の もの の設 計,製 作 に つい て

の プ ・ポ ーザル,さ らに は仕様 書 の作 成 の段 階 まで を含 む場 合 も考 え られ

るが,こ の場 合 には製 作 側 の作 業 との重複 を 考慮 してお く必 要 が あ る。

また,大 規模 な プ ロジ ェク トの場合 には,事 前 調 査 と製 作 が あ る程度 並

行 して行 なわ ね ば な らな い場合 も生 ず るが,こ の場 合 の製作 作 業 に対 す る

変 更,ま た は打 ち切 りを 予想 し1そ の対 策 を予 め た て てお く必要 が あ る。

●

4・5事 前 調 査 の費 用 の見 通 し

市 場 の動 向,ソ フ トウ ェ アの技 術 が と もに急 速 に動 い てい る現状 では 事

前調 査 の必 要 性 は 高 く,ど の発 注項 目 に対 して も,あ る程 度 の作 業 量(作

業費)を 見 込 ん でお く必 要 が ある。

また事 前調 査 の み の委 託発 注 も,取 り上 げ られ るべ きで あ る。
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5.発 注 方 法

5・1発 注 の 範 囲

総論 に述 べ た よ うに ソフ トウ ェ ア専 門委 員会 は重 点 分 野 の選 定 ・開 発 方

針 の決 定 お よび予 算 枠 の 決定 な ど発 注方 針 の基 本 を決 め る。

決 め られ た発 注 方 針 に基 き,基 本 設 計,シ ステ ム設 計 お よび プ ログ ラ ム

作 成 の3つ に区分 し,そ れ ぞれ を 見積 徴 収 した うえ,発 注 す る こ とを原 則

とす る。(発 注 か ら検 収 まで の フ ロ ーチ ャ ート参 照)

見積 書は 人件 費,コ ン ピュ ータ使 用料,技 術 料 及 び その他 の経 費 に分 け

て記述 し,人 件 費 につ い ては 必要 な マ ン ・レベル と マ ン ・ア ワ ーとを附記

す るこ とが望 ま しい。

基 本 設 計 には シ ステ ム設計 の大 筋 まで を含 め原則 と して複 数社 に発 注 し,

後 続 の シ ステ ム設計 お よび プ ・グ ラム作 成 に関 す る発 注作 業 の基 礎 資料 と

す る。

シ ス テ ム設計 及 び プ ログ ラム作 成 に つい ては前記 の基 本 設 計書 の 内容 を

審 査 の うえ,原 則 と して一 社 に絞 り発 注 す る こ とが望 ま しい。

汎 用 ソ フ トウ ェ ア事業 機 関 が会 計 年度 制 を採 用 す る場合,当 該 年度 に プ

・グ ラム作 成 が完 了す る見 込 み の ない もの に つい て は,シ ス テ ム設 計 とプ

・グ ラム作 成 とを区 分 して発 注 す るか,あ るいは年 度 を異 に す るた め一 括

発 注分が途 中で打切 られる こともあ り うる旨の事 前諒承 を得 た うえ発注す

るこ とが妥 当で あ ろ う。

プ ・グ ラム作 成 の委 託発 注 につ い ては,プ ・グ ラム利 用上 必要 か くべか

らざる ドキ ュメ ンテ イ シ ョンの作成 仕様,プ ログ ラム検 収 に必 要 な テス ト・
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デ ータ(最 低5ケ ース)の 用 意,プ ・グ ラム作 成者 の 責 に帰 す べ き事 由 に

よ る一定 の サ ービ ス期間(6ケ 月～18ケ 月)の 取 りきめ な どを契 約 書 中

に明記 して お くこ とが 望 ま しい。

シス テ ム設計 お よび プログ ラム作 成 につ い ては契 約 時,契 約6ケ 月後,

検 収 後 な ど適切 な 時期 を定 め て委託料 の分 割 払条 件 を契 約条 項 と して お く

こ とを要 す る。
●

5・2発 注 方 法

発 注 は公 募 を原 則 とす る。 しか しなが ら,発 注 す べ き ソ フ トウ ェ アは 高

度 な頭 脳 の産 物 であ り,,開 発 期 間 が長 期 で,正 確 な見 積作 業 自体 が 困難 で

あ る うえ に,プ ログ ラム作成 が見積 り通 りに必 ず で ぎ る との保証 も事 前 に

は予 測 で きか ね る場合 も あ るので,発 注 す る プ ・グ ラムの ニ ーズ の程度,

内容,難 易度 に よっ ては,応 募 者 の 提 出資料,過 去 の経歴 並 び に人 的,物

的諸 力 の現 状 評価 な どを参 考 に ソフ トウ ェア専 門委 員会 の 議 を 経 て指 名 、

発 注 す る こ とが 必 要 で あ る。

、

5。5発 注 方 法上 の問題 点

(1)プPグ ラムの 委託 発 注 の場合,下 記の よ うな事 項 を は つき り明示 して

お くこ とが必 要 であ る。

① 使 用 す べ ぎ言 語 お よび そ の レベ ル

② 利 用 す るデ ータ ・フ ァイル の構 造 と作 り方 並 び に使 用 す るフ ァ イル ・

ユ ニ ッ ト名(磁 気 テ ープ,磁 気 デ ィ スク)と そ の数

⑤ 期 待 す る解 の 精 度 お よび 範囲

④ 使 用 す る コントP－ ル ヴ ・グラム(OS,DOS,BPS等)の 種 類
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⑤ 使 用 す る コ ン ピュ ータ の ユ ニ ッ ト構 成

◎

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

基 本 設計 に関 す る納入 品 は,

注 す る基 本的 資 料 とな る もの で あ るか ら,

あ るべ き姿 を予 想 して,基 本 設計 には で き るだ け多 くの 問題 点 を盛 込 ん

だ もの を提 出 して も ら うことが望 ま しい。

② 応募 資 格 や受 註 の条 件 と して,あ るいは また メ ンテ ナ ンス の確 保等 の

ため,一 定額 の保 証金 を徴 収 す る こ とも考 え られ るが,書 類 審 査 その他

の検 討 を きび し くす る こ とで,こ れ を カバ ーし うるも の であ るか ら必ず

しも必 要 では な い。

エ ラ ー ・メ ッ セ ージ の 出 し方 お よび そ の 必 要 度

ビ ル ト ・イ ン ・チ ェ ッ ク の 必 要 度

ダ イ ア ゴ ノ ス テ ィ ック(diagnostic)を 添 付 す る 必 要 の 有 無

プ ・ グ ラ ム媒 体(磁 気 テ ープ な ど)の 種 類 お よ び そ の パ リ テ ィ ・

チ ェ ッ ク 方 式 な ど の 指 定

コ メ ン ト ・カ ー ド作 成 の 程 度

コ ンサ ル テ ェ ー シ ョ ン お よび メ ン テ ナ ン ス の 無 料 サ ー ビ ス期 間

シ ス テ ム設 計 お よび プ ロ グ ラ ム作 成 を発

プ ロ グ ラ ム と い う最 終 製 品 の

●

d

φ
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6.対 価 の 決 定

■

●

6・1内 外 にお け る対 価 決定 の現状

ソ フ トウェ ア開発 にお け る対 価 決定 の 算定 方 法 は未 だ確 立 され て い な い。

現段 階 では過 去 の 経験 に基 づ く勘 と交 渉(Negotiation)に よ り行 な われ

てい る。 この状 況 は(財)日 本 情報 処 理 開発 セ ンタ ーが昭 和45年,44

年 に実施 した 「情報 処 理 サ ービス業 の実 態」 お よび 日本 電 子 工 業振 興協 会

が昭 和42年 に発 表 した 「ソ フ トウ ェア価 格 に関 す る答 申 案」 か ら も うか

が え る。

ソ フ トウ ェアは頭 脳 の産 物 で あ るた め,マ ンパ ワ ー ・コス トに吸 収 され

るべ き要 素 す な わ ち,開 発 す べ き プ ログ ラムの種類,性 質,技 術,環 境条

件,処 理 能力,拡 張性 等 は 定量 的 に把 え に く く評価 は非 常 に困 難 で あ る。

また,保 守,要 員訓練 等 も考 慮 した場 合,価 格 決定 は よ り複 雑 にな る。

米 国 にお い て も,対 価 決 定 の多 くが マ ンパ ワ ー ・コス トと コ ン ピュ ータ ・

コス トを中心 と した直 接 費 ,間 接 費 で算 定 され てお り,IBM,SDC,

デ ィ ーボ ル ト,ロ ッキ ー ドをは じめ 最近 では 多 くの 会社 が 作 業 管理 システ

ムを確立 して工数 見積 を 行 ない,そ れ に工数 単 価 を乗 じて対価 を算 定 して

い る。 しか し,価 格 決定 とな る と未 だ開発 側 と受 入 れ側 との交 渉 に よる と

ころ が大 きい。 最 近 では 日本 の メ ーカや ユ ーザ で も この よ うな作業 管 理 シ

ス テ ムに力 を入 れ つ つ あ る。

現 在 行 な わ れ てい る価 格 決 定 の方 法 を体 系 化 す れ ば次 の よ うにな る。
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一式鴎 欝

原価主義

開発側が作業 を行 な う上 で発生する原価 をいかに正 し く回収するか とい

う開発面 に主 体を置いた原価計算的な算定方 法。

評価主義

周囲 にあ る同種 の プログラムと比較 して有効 性や利用価値 を判断す る方

法。

積上 げ方式

各作業 プ ロセス毎 に発生す る経費を集計 してゆ く算定方式。

ステ ップ方 式

過去 の経験 か ら1ス テ ップ当 りの所定単価 を決定 して,そ れ に予測 した

ステ ップ数を乗 じて算 出す る方式。

工数方式

プ ログラムの量,難 易度,計 算 機構成等 の査定基準を設けて工程毎 に各

基準 に対応 す るパ ラメ ータを選定 して一定の方 法で工数 を算 出す る方式。

比較方式

ソフ トウ ェアの内容 や効 果を過去 に作成 したもの と比較検討 した り,他

社 におけ る同種の プ・グラムと対比 して例 えば,価 格50万 円 と決定す る

方式。
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6・2対 価 決定 に対 す る考 え方

6・1節 内外 に おけ る対価 決定 の現 状 で もふ れ た よ うに,現 在の と ころ

決定 的 な対 価 算 定 の方式 は確 立 され てい な い。 従 って如何 な る価 格 で発 注

す るかは発 注 方式 に よっ て異 る こと もあ り,ケ ース ・バ イ ・ケ ースで 考慮

しな くては な らな い要 素 も多 い と思 わ れ る。

そ もそ もソ フ トウ ェアの価 格 は,そ の利 用価 値 に よ り決定 され るべ き も

の で あ り,利 用 範 囲 の広 い もの につい ては巨 大 な ソ フ トウ ェ アで多 額 の資

金 を投 入 す る もの で あ ろ うと,少 な い費 用 で開発 され た もの で あろ うと,

内容 の 良い もの に は十 分 な対 価 を支 払 って 買上 げ る こ とが 考 慮 され るべ き

であ る。

しか しなが ら,汎 用 ソフ トウ ェア事業 機 関 が発 注 す るで あろ う特 定 プ ロ

グ ラム開 発 プ ロ ジェ ク トは対 象 とな る プ ロ グラム が未 開発 で,そ れ と比 較

で き るもの は存 在 しない で あ ろ うか ら,価 値 決定 の方 式 として特 に,不 確

定 要 素の 多 い と考 え られ る評 価 主義 を とる こ とは 適 当で ない。 従 っ て,そ

れ に代 わ る価 格 算 定 の方 法 と して委 託 先 か ら提 出 のあ つた 見積 りに対 して

は,そ の費 用を 十 分 に保 証 す る原価 主 義 を勧 め たい。 とい うの は,現 段 階

では 汎用 ソ フ トウ ェア事 業 機 関 が行 な う委 託 開発 の 目的 には 多分 に情 報処

理 産業 の 育成 の要 素 が含 まれ てお り,発 注 を通 して ソ フ トウ ェ ア開発 会 社

に力 をっ け る こ とが 必要 な の で,対 価 決定 には十 分 開発 費 用 を補填 した原

価 主 義 を とる こ とが 望 ま しい と考 え られ るか らで あ る。

原 価主 義 を とる主 な る もの には積 上 げ方 式 とス テ ッ プ方 式 そ れ に工数 方

式 が あ る。 ステ ッ プ方 式 は,単 価 の 選定 とか ス テ ッ プの予 測 が むず か し く

不確 定 要 素 が 多 い た め,経 験 や勘 に頼 っ て も,評 価 す る人 に よ りかな りの

相違 が生 ず るの で む しろ好 ま し くない。 また,工 数 方 式は,各 作 業 工程 に
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おける工数が正確 に把握 で きれば価 格の算定が簡便で実証性 も高いので推

奨 したい方式では あるが,ま だ作業 の標準化 がなされてお らず査 定基準 も

確定的でない現状 では信頼性 に欠ける点 がある。 この ように工数方式 は,

工程の標準化 と査定基 準が確立 された段階 では,も つとも望 ましい算定方

式 といえるが,現 状を考 えると当面は積上げ方式 を原則 とすべ きであろ う。

積上 げ方式は官庁等 で受 け入れ易 い方式 で,予 算要求等 に もこの方式が

採用 されてい る。 また,発 注方式 で もふれたが特定 プログラムの開発 に国

費等の公共費 を充 当す る場合 には,1年 毎 に区切 りをつけて考 えるべ きで

ある。 プログ ラム開発が長期 に及 ぶ場合でも,発 注は調査分析 か ら保守 ま

で委託先 を一社 に定め て一括発注す ることが望 ましいが,上 記 の よ うな場

合には予算 の性質上 分割発 注 も考 えなければならない。 この場合 に も分割

自在な積上 げ方式 が便利であ る。 この ような観点か らみても原価主義の採

用が望 まれ る。

6・3考 慮 す べ き対 価 決 定 の要 素

前 節 の6・1で 原 価 主 義 に よる積上 げ方 式 を推 奨 した の で,こ の節 では

そ の方 式 を 中心 に算 定 要 素 を考 え て ゆ くこ とにす る。

算 定要 素 には 横系 列 の経費項 目と縦 系列 の作 業 工 程 とが あ る。 さ らに 各 々

は次 の よ うに分類 され る。

経費 項 目

人 件 費,旅 費交 通 費,資 料 費,会 議費,消 耗 品 費,計 算 機 使 用料,印 刷

費,一 般 管理 費,外 注費 。

作 業工 程

シ ステ ム設 計(調 査,シ ステ ム設計),プ ログ ラ ミング(プ ログ ラム設
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計,プ ロ グラ ミング,デ ータ作 成,テ ス ト ・ラン,結 果の 検 証),仕 様 書 ・

操 作 手引 書 の作成,保 守。

プ ・グ ラム開発 の各 工程 では上 記 の よ うな経 費 が発 生 す る。 そ の工 程 毎

に発生 す る経 費 の見 積 合 計 額 が 開発 に必 要な 対価 であ る。 対 価 は原 則 的 に

原価+α(利 潤)で 考 え,利 潤 は技 術 料 として評価 され るべ きで あ る。

経 費項 目の うち直接 原 価 的 な旅 費 交 通費,資 料 費,会 議費,消 耗 品 費,

計算 機使 用料,印 刷費 等 は 予 定 数 に単価 を掛 け れ ば求 まる の で比 較的 算 出

し易 い。

ソ フ トウェ アでは,そ の ものが もつ価値 を技術 料 として認 め るべ きで あ

るが,そ れ を人 件費 の 中 で,個 人 の もつ 技能 を も含 め た形 の マ ンパ ワ ー ・

'コ ス トと して考 え る こ とが で きる
。 また,一 般経 費 とは別 枠 の費 用 項 目 と

して認 め る こ ともで き る。 さ らに技術 料 は調 査 研究 費,教 育費,そ の他 等

に分 解 して経 費項 目 に組 込 む こ ともで き る。 外 注加 工 費 も この考 え方 で既

存 の経 費項 目 に分解 して処 理 で きる。

一 方
,別 の見方 として費 用 の うちのほ とん どは マ ンパ ワ ー ・コス トと コ

ン ピュ ータ ・コス トで あ る こ とか ら,こ れ らの経費 を まず 算 出 し,そ の他

の経 費 は一 括 し て例 え ば全 費 用 の20%と い うよ うに決 あ て し ま う方 法 も

あ る。

作 業 工程 にお い ては,上 記 の 工程 を さ らに細 目 に分 割 で き るが,あ ま り

作 業 段 階 を細 分化(参 考 資 料1-3)す る と見 積 が面倒 に な るの で この程

度 が適 当 と思 わ れ る。

保 守 の費 用 につ い ては,プ ログ ラム作 成後 の 費用 で あ る か ら別 枠 として

考 え て も よい。 保 証期 間 内 で他 の工 程 と同 じ算 定 を行 な っ て も よい が,過

去 の 経験 か ら保 証料 として 全体 費 用 の 例 えば10%と 算 出す る こ とも考 え
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ら れ る。

6・4対 価 決定 方 式 の推 奨 パタ ーン

6.4節 で は積 上 げ方 式 の算 定 方 法お よび算 定 基 礎 につ い て説 明す る。

対 価算 定 の 様式 例 は,表6-4-1に 示 す通 りで あ る。 見 積 金 額は ・ ま

ず各 工程 で発 生 す る経費 を項 目毎 に集計 し縦 計 を だす。 そ の縦計 に別 枠 で

算定 され た保 守 料 を加 えて総 額 を算 出す る。

一 般 管理 費 は通 信 費 ,光 熱 費,不 動 産賃 借 料,調 査 研究 費,減 価償 却 費,

雑 費等 の間接 費 で あ り,過 去 の通 例 か ら全 費 用 の10%程 度 が望 ま しい。

人 件費 は 給料 諸 手 当,賞 与,福 利厚 生費等 で,そ の他 に技 術料 を要 員 の

技能 手 当 として こ こに含 め る。 人 件 費1人1日 当 りの単 価 表 例は表6-

4-2に 示す 通 りで あ る。 表6-4-2か らは 職 種 や経験 年 数 か ら当然 も

つべ き能 力 に注 目 して,仕 様 書 や経 歴 書 も参 考 に要 員 の レベル を決定 す る。

レ汐 ル料金/月+電 力空調費等/月 十関係諸経費/月計 算 機 使 用料 単価
は

レンタル料金/月

200時 間

で計 算 す る。また は100時 間

汎 用 ソ フ トウ ェ ア事業 機関 が 開発 す る プ ロ グ ラムは 先 進的 な プ ロ グラム

であ るか ら,そ の保 証 期 間 は で きるだ け長 期 が望 ま しい。 その た めの保証

料 は対 価 の 中 に十 分 組 入 れ てお く必要 が あ る。 そ の 意味 か らも保 守料 は過

去 の実例 か ら総 額 の10%程 度 で計 上 した い。

各経 費 の算 定基 礎 例 は表6-4-3に 示 す 通 りで あ る。

なお,そ の他 の処 理 方 式 お よび算 定基 準 は参 考資 料 一1を 参 照 され たい。
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表6-4-1 対 価 算 定 の 様 式 例

経 費

作業区分

人
.

件

費

旅
費
■

交
通

費

資

料

費

会

議

費

消

耗

品

費

計
算
機
使

用

料

印

刷

費

一

般

管

理

費

合

計

シ

ス

テ
ム

設

計

調 査 ○ ○ ○ ○ ○ ○

分 析 ○ ○ ○ ○ ○ ○

シ ス テ ム 設 計 ○ ○ ○ ○

プ
ロ

グ

ラ

ミ

ン

グ

プ ロ グ ラ ム 設 計

(フ ロ ー チ ャ ー ト作 成)
○ ○ ○

1

0

プ ロ グ ラ ミ ン グ

(コーデ ィング,デ ィパ ック)
○ ○ ○ ○ ○

デ ー タ 作 成 ○ ○ ○ ○
.

テ ス ト ・ ラ ン ○ ○ ○ ○
`

結 果 の 検 証 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

仕様書,操 作手引書の作成 ○ ○ ○ ○ ○
`

合 計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

保 守
1

0

総 計 1 1

1

0

注)○ 印は各作業区分で発生すると思われる経費

● 表6-4-2 人 件 費 単 価 表 側

レベ ル 人件 費/日 経験年数 技 能 水 準

1 1ス500～ ろ5,000円 7年 以上
専門的な知識と技能を有し,極 めて高度な問題
解決の援助と指導ができる者

2 14,000～1ス500円 5～7年 位
与えられたプ ログ ラムの システム分析お よびシ

ステ ム設計ができる者

3 10,500～14ρ00円 3～5年 位
プログラム ・ドキュメントが与えられた場合,定 め

られた言語 によりプログラムを作成で きる者

4 ZOOO～10500円 1～5年 位
プログテマの指示によ りプログラムの作成又は コン

ピュータのオペレーションがで きる者
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表6-4-3 算 定 基 礎 例

費

代

賞

讃

費

場

軒

費

交

会

薬

品

件

料

議

●

耗

費

人

旅

費

会

消

フ ロチ ャ ー ト用 紙

コ ーデ ィ ン グ用 紙

パ ンチ ・カ ー ド

紙 テ ープ

MT

プ リ ン ト用 紙

リボ ン

計 算 機 使 用 料

コ ン ピュ ータ

カ ー ド穿 孔

紙 テ ープ

印 刷 費

一 般 管 理 費

○円/日 ×○人 ×○ 日

○ 円/回 ×○人 ×○回

○ 円/部 ×○種 ×○部

○ 円 ×○ 回

○円 ×○人 ×○ 回

○円/枚 ×○枚

○ 円/冊 ×○冊

○円/枚 ×○枚

○ 円/巻 ×○巻

○円/本 ×○本

○円/枚 ×○枚

○ 円/本 ×○本

○ 円/分 ×○ 分

○ 円/桁 ×○ 枚 ×○ 桁/枚

○ 円/桁 ×○ レ コ ー ド×○桁/レ コ ー ド

○ 円/部 ×○種 ×○部

総 額 の10%程 度

総 額 の10%程 度

各経費の合計

6・5対 価 決定 の問 題 点

種 々の観 点 か ら,原 価 主義 に よ る積上 げ方 式 が好 ま しい と考 え られ る の

で,そ の考 え方,算 定要 素,算 定 方 式 等 につ い て考 え て きたが,こ の節 で
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は 対価 を 決定 す る際 の 制 約上 の 問題 点,運 用上 の問題 点等 につ い て 考 え て

み る。

まず汎 用 ソ フ トウェア事 業 機 関 が発 生す るソ フ トウ ェア はか な り大 きな

もの で あ るか ら,受 注 前 に発 生 す る調 査 費用 もか な りま と まった金 額 にな

る。 そ の よ うな経 費 を事 前 調 査 費 と して,プ ・グ ラム作成 費 とは別 枠 で考

え るか ど うか とい う問題 が あ る。

また,保 守 に要 す る費 用 は保 証料 とい う形 で プ ・グ ラム作 成 費 の 中 に含

め て考 え るべ きか,別 枠 で保 証期 間 内 の実費 精算 を行 な うべ き か とい う問

題 もあ る。

技術料 を どこに含 め るか も問 題 の 一 つ であ り,マ ンパ ワ ー ・コス トに入

れ るか,別 枠 で考 え るか,全 体 経費 の 中 に組 入 れ るか な どが考 え られ る。

それ を ど うす るか に よって マ ンパ ワ ー ・コス トも単 な る通 常 の人 件 費 か,

技 術料 も含 んだ もの にな る の か,コ ン ピュ ータ ・コス ト以 外 の直 接,間 接

費 全 て を含 んだ もの な の か,等 か な り違 った もの とな つて くる。

開発 す るソ フ トウ ェ アは その プ ログ ラ ムの種 類,規 模,技 術 水 準 に よっ

てManLevel,ManHour,Compu七erTi皿e等 の見積 が む ず か しい。

過 去 の算 定 方式 か らみて も各 社 各様 であ り,そ れぞ れが か か えた制 約条 件

に よ りい ろい ろ な形 で見 積 られ てい る。 この よ うなわ けで算 定 方 式 の形 態

は つ か め て も代 表 的 な例 を あ げ紹 介 す る こ とは 難 しい。 な ぜ な らば,そ の

ケ ースが か な り特 殊 な ケ ースで あ るか も知 れ ず,そ れが代 表 的 な例 で あ る

とい う確 証 は何 もない か らで あ る。 そ こで この よ うな もの の評 価,選 定 等

には か な り専 門的 な人達 の協 力 が 必要 で あ る。 そのた め に ソ フ トウ ェア専

門 委 員会 の 設置 が望 まれ る。 ソフ トウ ェ ア専 門委 員会 は,比 較的 プ ログ ラ

ム に精 通 した人 の集 りで単 純化 した原 価標 準 パ タ ーンを ケ ース ・バ イ ・ヶ
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一スで あ て は め評 価検 討 して対 価 決定 を行 な って ゆ く権威 あ る委 員会 とな

るべ きで あ ろ う。 しか し この場合 の標準 パタ ーンも プ ログ ラム の生産 性 を

示す 参考 尺 度 で あ っ て絶対尺 度 で は ない。 こ の際 には提 出 され た仕様 書,

経 歴 書 が十 分 に活 用 され な けれ ば な らな い。
■

句

●
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7委 託開発プログラムの進捗管理

●

7・1進 捗 管 理 すべ き範 囲

ソフ トウ ェア発 注 か ら検 収,貸 与 までの プロセ スは 「総 論 」 に於 て フ ロ

ーチ ャ ー トで示 され てい るが ,プ ログ ラムの設 計,製 作 に関す る部分 を詳

し く書 き直 して み る と次 の よ うにな る。

〈基本設計〉 〈 シス テム設 計 〉 〈 プ ロ グ ラ ミ ン グ〉

基 本設計
仕 様

②
基本設計書

シス テム設 計

仕 様

③
シ ステ ム設計

システム設計書

⑤

プPセ スチャ ート

プログラム作 成

仕 様

⑦
プログラム設計

書計
ム
設

～フクロブ
⑧

⑩

コ ーデ ィ ン グ

⑪

雰 汚辱 作成

ヒ
単 体 テ ス ト

⑥

利 用者マニュ万レ

⑬
システム
総合 テス ト

⑭

ソース リス ト

査成績書
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プ ログ ラムの発 注方 式 は既 に5章 に述 べ た よ うに,原 則 と して,基 本 設

計,シ ス テ ム設 計,プ ログ ラム作成 の三 つ に区分 され る。

従 って発注 の際 に提 示 す る仕 様 には,区 分 を明確 に,設 計,作 成 の ため

に必 要 か つ十 分 な事 項 を,洩 れ な くは っ き り明示 して おか な けれ ば な らな

いo

進捗管理は仕様 に記載 された内容を満足す る製品 が,指 定 された納期 ま

で に納入 されるよ う作業 の進捗状 況を把握 し管理す ることである。

それぞれの発注 について進捗管理す べき範囲 はつ ぎの とお りであ る。

基 本設計 については ◎ の作業 お よび② の作成

システム設計 については ③ の作業 お よび④ へ⑥ の作成

プ・グラム作成 については⑦ 一⑮ の各作業並び に ドキュメントの作成

につい てで あ る。

〔=〕 は 「製 品」 と して納 入 させ るべ き ドキ ュメ ン トを あ らわ して い る。

⑥ の 「利用 者 マ ニ ュ アル」 は,シ ステ ム総 合 テス トの結 果 改 訂 の 必要 が生

ず る こ と もあ るの で,こ の 関係 を点 線 で示 した。

⑪ の テス トプ ログ ラム,テ ス トデ ータ作 成 の作 業 に つ いて は,シ ステ ム

設 計 書 に 記載 され た デバ ック ・テ ス トに関 す る事 項 がす べ て プ ログ ラム作

成仕 様 に盛 られ るこ とを 前 提 と して こ ふに位 置 づ け た。

⑮ の 「検 査 報告 書 」 には 当然⑪ の 内容 が含 まれ るわ け であ るが,一 部 を

省 略 す る よ うな こ とを しない で,作 成 お よび使 用 され た テ ス トプ ログ ラム,

テ ス トデ ータ を付 属 書類 と して納 入 させ る こ とが望 ま しい。

7・2進 捗 管 理 の 内 容

ソ フ トウ ェア開 発 の進度 を的確 に とら え るため の確 実 な方 法 は現 在の と
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ころ見 つか らず,設 計,製 作 に関 す る管 理方 法 は 未 だ一般 化 され てい な い

よ うで あ る。

ソ フ トウ ェア製作 は,た とえ 簡単 な もので あ つて も研究 開 発 的 な要 素が

多 い か ら,本 質 的 に一品 生産 とな り,こ れ が量 産 過程 が存 在 し ない 一 因 を

な して い る。

ソフ トウ ェアの開 発 には 問 題 が 多 い が,そ の真 の理 由 は,ソ フ トウ ェア

に於 て は 「設計 とは何 か」 とい う事 が確 立 してい ない為 で あ ろ う。 開発 の

工程 管 理 が 出来 る ところ まで 「設 計」 とい う概 念 が 固 まる こ とが 必要 であ

るが 「設 計」 とい う概 念 の中 には,出 来 あが る システ ムの機 能 を如 何 に正

確 に,か つ能 率 よ く実 現 す るか とい うこと と同 時 に,そ れ を如 何 に明確 に

記 述す るか,即 ち シ ステ ム製作 に関 して如何 な る種 類 の 情報 を有 す る書 類

を作 成 す るべ きか とい う二 つ の 面 が あ る。

ソフ トウ ェ アの 「製 品 」 は何 か ラベル を貼 った テ ープが あ るの み で,製

品 の内容 を知 る唯 一 の手 が か りは,い わ ゆる 「ドキ ュメ ン ト」 しか無 い。

設 計 書類 な しに ソ フ トウ ェ アの 内容 を調べ あげ る こ とは 至難 の業 で あ り,

不 可 能 に近 い で あ ろ う。

ソ フ トウ ェアの開 発,特 に売 買 とい う条 件 が つ くな らば,ソ フ トウ ェ ア

の 「製品」 の定 義 は単 にテ ープ とか カ ー ドデ ックだけで な く設 計書 類 等 ド

キ ュメ ン ト一 式 を含 め た もの と しな けれ ば な らない。 即 ち 「製 品 」 た るラ

ベ ル を貼 った数 巻 の テ ープ等 は研究 開発 の成 果 の 確認 手段 と しては 副次 的

な もの と考 え,シ ステ ムに関 してそ の 内容 な らび にノ ウハ ウを記 述 した一

揃 えの 書類(シ ステ ムの細 部 に亘 る詳 細 な資料)が 開発 の成 果 で あ り,購

入対 象 と考 え られ るわ けで あ る。

この考 え に立 て ば,進 捗 管理 す べ き範囲,内 容 は お のず か ら作 成 納 入 さ
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せ るべ き書 類 の種 別,内 容 に よ って定 まっ て くる。 何 故 な らば,進 捗 管 理

にあ た り直接 確 かめ る こ とが 出来 るの は各 種 ドキ ュ メ ン トと計算 機 か らの

ア ウ トプ ッ トしか無 い か らで あ る。

書類 を種別 ご と に内容 に つい て詳細 に規 定 して お け ば,全 工数 のか な り

の部分 が これ ら書 類 の作 成 に費 や され,コ ーデ ィ ングや デバ ッギ ングに要

す る時間 は 比 較 的 僅少 であ り,か つ推 計 も割 合 容 易 で設 計 済 み,書 類 作成

済 み の パ ーセ ンテ ィ ジが 全 計 画 の進度 チ ェクの 良い 目安 とな り,管 理 も し

易 くな るで あ ろ う。

受注者 に作 成 させ るべ き書類 の種類 には次 の よ うな ものが あ る。

(1)基 本 設 計書

(プ ロジ ェク ト計 画書,外 部仕 様 書 等)

② システ ム設 計書

(構 成 お よび機 能仕 様 書,シ ス テ ム仕 様 書 等)

(3)プ ログ ラ ム設 計 書

(プ ログ ラム仕 様 書,内 部仕 様 書 等)

(4)ソ ース リス ト

(5)検 査成 績 書

(6)利 用者 マ ニ ュ アル

これ らの書類 は記 載 す べ き内容,書 き方 な どを標 準化 し,誰 にで も判 る

よ うな もの に して お くこ とが 大切 で,そ れぞ れ の 内容 に応 じた標 準 用紙 を

あ らか じめ作 って お くの も有 効 な方 法 で あ る。 な お,検 査成 績書 の付 属 書

類 と して テ ス トプ ログ ラム,テ ス トデ ータ も一緒 に納 品 させ るべ きで あ る。

一56一

●



`

'

7。5工 程 管 理 の推奨 パ タ ーン

既 に述 べ た よ うに,工 程 管理 の標 準 パタ ーン と称 す べ き ものは未 だ存 在

しない よ うで あ る。

そ れ に工程 管理 とい っ て も,発 注者 として の それ と,受 託者 と してのそ

れ と二 つの 面 が あ る。 こ 入では発 注 者 として の工 程 管理 とい うこ とで ある

が,こ れ も発 注 者 が どの程度 の規模 陣容 で,ど の程度 まで管 理 し,介 入す

るか とい うこ とに よって,い ろ い ろの形 を とる であ ろ う。 しか し実 際問 題

と しては発 注 者 が細 部 にわ た り一 々介入 す る ことは無 理 で あ ろ うか ら,マ

ク ロ的 な 管理 に と どめ,細 部 につい ては受 託者 に委ね る外 は ない。

この点 か ら も,受 託者 の 決定 は提 出諸資 料,過 去 の実 績,な らび に人 的,

物 的諸 能 力 な どを厳 正 に評価 し,信 頼 す るに足 る業者 を選 ぶ よ うに しな け

れ ば な らな い。

発 注 に 際 しては,作 業 ス ケ ジュ ール,製 品 の納期 も基 本条項 と して 決め

られ るわ け で あ るか ら,こ れ と実 績 との対 比 に よって管 理す るこ と にな る

が,具 体 的 には ス ケ ジュ ール の区 切 り毎 に,あ る いは一 定 期 間 毎 に レポ ー

トを提 出 させ,そ れ に伴 う説 明 聴取 に よ つて判 断 す る外 は な い。

詳 細 な ス ケ ジ ュ ールは受 託者 に作成 提 出 させ るが,こ れ はPERT図 を

使 用 す る こ とが 非 常 に有 効 で あ る。 これ は 実際 に計 算 機 で処 理 しな くて も,

図 を書 くだけ で も有 効 で ある。 即 ち図 を書 くこ とに よ って,各 プ ロ グ ラム

や各 作 業 の相 互 関 係が 明 らか とな り,全 工程 に最 も影 響 を与 える作 業 が明

らか とな る し,又 作 業 を開 始 してか ら工 程 を チ ェックす る チ ェ ック ポイ ン

トも明 らか に な るか らであ る。

このPERT図(ア ロ ーダ イヤ グ ラム)で は各 段 階 の作 業 を 出来 る限 り

明確 に区 分 す る と共 に,そ の 区分 が達 成 され た ことを明示 す る証拠 物 件 が
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何 で あ るか を明確 に指定 してお くこ とが大 切 で あ り,又 その 区分 が 余 り長

大 とな らな い よ う,適 宜 チ ェ ック ポ イ ン トを設 けて お くこ とも必要 であ る。

ア ・ 一ダイヤ グ ラムは どん な に入 念 に作 成 され て も変 更無 しとい うわ け に

は ゆか ない。 タ イ ム リーに更新 しな けれ ぱ,そ の工程 管 理上 の効 率 は 非常

に悪 くな る。 適切 にバ ージ ョンア ップや リビジ ョンァ ップを実施 し,そ の

経過 の事 由 を明確 に して お くこ と も大 切 で あ る。

下 の表 は,製 品 であ る書類 の納 入時 期 の 一例 であ るが,遅 く ともそ の 時

期 まで に納 入 させ な け れば な らな い。

書類名 業段階 計 画 設 計 製 作 検 査

シ ス テ ム 設 計 書 ○ ○

プ ログラ ム設 計 書 ○

ソ ー ス リ ス ト ○

検 査 成 績 書 ○

利 用者 マ ニ ュ ア ル ○

納 入手続 と しては,指 定 日 まで に作成 完 了 した書 類 を 遂 次提 出 させ,必

要 に応 じて説 明 を行 な わ せ る こ とで あ る。

書類 の納入 後 に於 て も,設 計 に変 更 が 生 じた り,「 結 果 を見 て」 の フ ィ

ー ドバ ックが有効 な場合 もあ るの で
,「 納入 済」 の もの に 変更 を加 え る必

要 が起 り得 る。 この よ うな 場合 には 遅滞 な く,・先 に納 入 した書類 を更新 さ

せ る。

従 って これ ら書 類 の フ ァ イル 形 式 は さ し替 え可能 な も の とす る こ とが望

ま しい。
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7・4管 理上 の問 題点,注 意 点

進捗 管理 が む つ か し く,的 確 な方 法が 見 つか りに くい のは,

(1)シ ス テムの大 き さを推 定 す る規 準 の不 明確 さ

② 作 業 区分 の不 明確 さ ＼

(ろ)作 業量 推定 の不 明確 さ

(4)シ ステ ムの ドキ ュ メ ンテ ーシ ョンの時間 推 定 の不 明確 さ

な どの ため であ り,予 定 と実 績 に大 きな差 を生 ず る こ とも多 い。 進捗 管理

を うま く行 な うた め には何 よ'りも まず

(1)信 頼 で きる業 者 を選 定 し,そ こ に発 注す る こと

であ る。

2

3

4

5

6

各 エ レメ ン トに分 けた 詳 細 な作 業 工程表 を提 出 させ る。

それ に よって 全体 の仕 事量 を把 握 す る。

製 品 の納 期 を定 め る。

検 査体 制 を作 り,文 書 化 と標 準 化 の 徹底 を図 る。

作 業 工程 の区分 ご とに,一 定 の方 式 で記 載 した レポ ー トを 提 出 して

進 捗状 況 を報告 させ,必 要 に応 じて説 明 させ る。

長期 に わ た る プ ロジ ェク トの場 合 には,ス ケ ジュ ール の区 切 りでな

くと も四 半期 ご と,あ るいは 隔 月 ぐらい の間 隔 で進捗 状 況 を報 告 さ

せ る。

とい うこ とで管 理 す るわ けで あ るが,な お次 の諸 点 に注 意す る。

(7)モ ジ ュ ール思想 を採 用 し,プ ログ ラム単位 は 大 き くしな い で小 部分

の組 合 わ せ とす る。

(8)仕 様 書,設 計書 な ど,ド キ ュ メ ン トが未 完成 の作 業 に つい ては,発

注 を 中止 す る か,あ るいは作 業 の進 行 を停 止 させ る。
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(9)方 式 決 定 に あた つて,納 期,性 能,保 守 の 面 か ら検 討 して一方 式 を

とる。 この検 討経 過 も ドキ ュメ ン トで 提 出 させ る。

ロ プ ロジ ェ ク トの進 行 につれ,機 能,性 能 な どの面 か ら適宜 シス テ ム

を再 検 討 す べ きで あ るが,一 旦 決 定 した もの の仕様 変更 は必 ず発 注

者 の承 認 を 受 け させ る。

なお 完成 予 定 日の一定 期間 前 か らは,絶 対 に仕 様 変更 は しない よ う

にす る。

01)作 業 工 程上 異常 を 生 じた場合 には遅 滞 な く報 告 させ最 善策 を打 ち合

わせ る。

⑰ 要 望事 項 との くい違 い が生 じた場 合 には無 償 でか つ期 限 つ き でや り

直 させ る。

㈱ 納期 遅延 の事 態 が 発生 しても,人 員投 入 あ るい は強 化等 の方 法 に よ

り遅 延 事 態 を 回避 出 来 る よ うな分掌 態 勢 を と らせ て お く。

な どの 諸 点 も進 捗 管理上 大切 な こ とであ る。

`

ρ

●
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8 検 査 ・ 検 収 方 法

8・1検 査 ・検 収 の範 囲

発 注 内容 は,基 本 設計,シ ステ ム設計 お よび プ ログ ラム作 成 に区 分 され

るが,そ の各 々 に対 して,納 入 品 が発 注仕様 に合致 した もの であ るか否か

の検 査 を した うえで検 収 手続 を行 な うもの とす る。

納入 品 が プ ログ ラム で あ る場 合 は 添付 テ ス ト ・デ ータ に基 き専 門検 収 機

関 にテ ス トを委 託 し,そ の結 果の報 告 に基 き受 託者 に検 査 結 果 の合 否 の通

知 二並 び に修 正 を要 す る場合 は修 正 依頼 を速 か に行 な うもの とす る。 検 査

に合 格 した 場合 は 汎 用 ソ フ トウ ェ ア事業 機関 資産 に編 入 す る と共 に検 収手

続 を行 ない,代 金 支 払 手続 を 進め る もの とす る。

●

8・2検 査 ・検収 の方 法

検 査 ・検 収 の 方 法 は,納 入 品 の形 式的 ・内容 的 書 面審 査 に よる検 査方 法

と,プ ログ ラム ・テ ス ト(テ ス ト ・デ ータ)に よ るオ ペ レ ー シ ョンを伴 う

検 査方 法 とに分 け られ る。

形式 的 書 面審 査 は発 注仕 様 に合 致 す るか否 か を検 査基 準 と して利 用 す る。

プロ グ ラム ・テ ス トに よる方 法は,専 門検 収 機 関 を プ ロ グラム の内容 ・

使 用 機器 構 成 な どに よ って適切 に選択 して,テ ス ト ・デ ータ(通 常5ケ ー

ス)に よる オ ペ レー シ ・ンの実施 依 頼 を行 ない,そ の テ ス ト報 告 に基 き検

収 手 続 を進 め るか,修 正 依頼 を受託 先 にす るか の 決定 を行 な うもの とす る。

＼
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8・3メ ンテ ナ ンス の保 証 と期 限

プ ロ グ ラム の使 用 上 の ニ ーズ は予 め想 定 で きに くいの で,メ ンテ ナ ンス

範 囲 をな るべ く狭 く解 釈 す る立 場 を容 認 の うえ で,一 応 メ ンテナ ンス期 間

を6ケ 月 ～18ケ 月 と してお く。 そ の場合 当該 プ ログラ ムが テ ス ト ・デ ー

タ に よる検 査 に合 格 済 み で あれ ば,6ケ 月 ～18ケ 月以 内 は必 ず無 料 で受

託 者 が 応ず る よ うに義 務 づ け る こ とは,プ ログ ラム とい う特 殊 な商 品 の性

質 な らび に ソ フ トウ ェ ア産 業 の現 状 か らみ て な かなか 困難 で あ ろ う。 そ の

た め,図1-1の フ ロ ーチ ャ ー ト中 心 に"作 成 者 の責任 か"と い うテ ス ト

の機 会 を挿 入 して お いた。

従 って プログ ラム のバ ージ ョン ァ ソ プ(大 巾 な機 能 の 追加)は も とよ り

リビ ジ ・ンァ ップ(小 規 模 の機 能 の追加)に つい て も指 名発 注 な どの便 法

を講 じ て,な るべ く優 れ た汎 用 プ ロ グ ラム の作 成 を 目標 に,か な り弾 力的

な措 置 を と るこ とが 望 ま しい。

■

8・4実 施 上 の 問 題 点

メ ンテ ナ ンス の保 証 期 限 の決定 は ソフ トウ ェアの開発 が 個人 の主 観的 判

断 や 個人 的 創 意 を待 つ こ とが 多 く,ま だ 経験 的定 型 化 が行 なわ れて い な い。

一 般 に
,受 託 者 側 は 保 証期 間,配 員業務 に拘 束 を受 け る とか,要 員の社外

流 出 に よって 困難 を生 ず るか も知 れな い とい う理 由 で,長 期 の メ ンテ ナ ン

ス契 約 を好 まない 。 一 方,委 託 者 側 は 受託 の 状 況 とは 無 関 係 に,再 委託 や

再 発 注 を で き るだ け避 け るた め,な るべ くメ ンテ ナ ンスの長 期 保 証 を望 む

で あ ろ う。

保 証期 限 内 で も メ ンテ ナ ンスを有料 とす る意見 もあ る。 そ の根 拠 は委 託

者 以外 の ところ に メ ンテ ナ ンス依 頼 を す る とす れ ば,当 然再 発 注 と同 じ程
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度 の額 に な る と考 え られ る。 した が つて,メ ン テナ ンスは有 料 で あ って も,

発 注 機関 が これ を一 括 して取 り扱 った方 が 経 済的 には マ イナ ス を少 く し う

るの で あ る か ら,情 報処 理 振 興事 業 協会 等 に関す る法律 の趣 旨を 生 か して

検 収 後 の修 正 は,発 注機 関 が責 任 を も って処 理す る こ との方 が 育成 の 実 を

あげ る こ とに なろ う。 そ して若 し,メ ンテ ナ ンス を有料 とす る こ とが 困難

な 場合 は,あ らか じめ メ ンテ ナ ンス料 を プ ゴグ ラム作成 費 に組 み 込 ん で価

格 算 定 を す る ことな どの 配慮 が必 要 で あ ろ う。

た だ し,ソ フ トウ ェ アの メ ンテ ナ ンス とい うものが ど うい うもので あ る

か第5者 に示 して もな か なか 理解 しに くい もの な ので,そ の辺 のPRに は

十 分努 力 す る必要 が あ る。

また検 収 の 際,プ ログ ラム とい う商 品 の 性質 上,あ らか じめ仕 様 に詳 細

を規定 し に くい もの で あ るか ら,納 入 品 と しての プ ログ ラム につい ては,

プ ログ ラム手 法上,一 般水 準 以 下 の ところ は ない か,あ るい は新 しい 工 夫

が な され て い るか な どの評価 を併 せ行 な い,次 の発 注時 の参 考 ま たは セ ー

ル ス ・ト ークの ポ イ ン トに利 用 す る こ とが望 ま しい。

■

■
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9.貸 付 け 方 法

9・1貸 付 け の条 件 と手順

'貸 付 け を行 な う際 に最 も重 要 な こ とは
,利 用者 に対 して パ ッケ ージ ド ・

ソ フ トウ ェア の活 用 を し易 くす るた めの体 制 を整 え る こ とで あ ろ う。

そ のた め には 次 の よ うな事 項 が 要 求 され よ う。

0

2

5

4

5

広 報活 動 の充実

貸付 け 手続 きの 簡略 化

有 用性 高 い 多種多 様 な ソフ トウ ェ アの保有

ユ ーザ ・マ ニュ アル の完備

行 届 いた 指導 と保 守 サ ービス

、 ユ ーザ が ソ フ ト ウ ェ ア を 要 求 す る 場 合 は',次 の よ うな ケ ースが あ る。

＼(1)概 説 書(ユ ーザ ・マ'=ユ ァ ル)の み

＼
∨、

(21X-、en説 書,仕 様 書,操 作 説 明 書 等 の ドギ ュ メ ン テ ー シ ョ ン'

(3)ド キ ュメ ンテ ーシ ョンお よび プ ログ ラム

この うち貸付 け が行 なわ れ る のは(5)の 場 合 で あ るカ㍉ ユーザが(1),② を要 求

す る場 合 は かな りあ る。 この よ うな要 求 に対 して汎 用 ソフ トウ ェア事 業 機

関 は,適 当な対 価 で ドキ ュメ ンテ ーシ ョ ンを提 供 す る こ とが 必要 で あろ う。
■

また汎 用 ソフ トウ ェア事 業 機 関 は次 の よ うな態度 で貸付 け に臨 む べ きで

あ ろ う。

(1)貸 付 けた ソフ トウ ェアは 汎 用 ソ フ トウ ェア事 業 機 関 に帰 属 す る。
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2

Z
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'
4

[0

6

7

(8)

貸 与 す る ソ フ トウ ェ アの 転売,又 貸 しを 許 さない。,'

許 可 な くプ ログ ラ ムの 手直 しを させ ない。

貸付 け形 式 は原則 と して1年 の レンタル制 とす る。 但 し期 間 を短 縮

す る とい うこ と も考 え ら れ る。

2項 の危 険 を 防 ぐため,利 用者 の信 用 調査 を行 な う。

貸借 契 約 を と りか わす。

説 明会,要 員訓 練 等 は 使 用方 法を 指導 し,手 法 や基礎 技 術 につ いて

は教 え ない。 その対 象 は あ る程度 基 礎知 識 を もつ専 門 家 とす る。

ソ フ トウ ェ アに関 す る利 害 訴訟 につ い ては,ソ フ トウェ ア専門 委 員

会 で検 討 の うえ適 切 な処 置 を とる。

こ こ で パ ッ ケ ー ジ ド ・ソ フ トウ ェ アが,利 用 者 に 活 用 され る ま で の プ ロ

セ ス を 示 す と次 の よ うに 画 く こ とが で き よ う。

汎用ソフ トウエア

事 業 機 関 利 用 者

利用申請受付け

利用者の信用調査

客注による手直し

貸 借契約
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9・2貸 付 け の 形 式

貸 付 け の基 本理 念 は,汎 用 ソ フ トウェ ア事 業 機関 が 保有 す る汎 用 ソ フ ト

ウ ェアを 出来 る だけ 多 くの利 用者 に活用 して もら うこ とに あ るので,貸 付

け を円滑 に行 な うため の形 式 を見 出す こ とは重 要 な 問題 で あ る。 一般 に貸

付 けの形 式 を大 別 す れ ば 次 の5通 りが 考 え られ る。

t

2

5

1の ケ ース:

べ ての業 務 を行 な うもの と して本 来 汎用 ソ フ トウ ェア事 業 機 関の 指 向 すべ

き形 で は あ る。 しか し,新 設 の汎 用 ソフ トウ ェ ア事 業 機 関 では 貸与業 務や

保守 サ ービス面 で十 分 に体 制 を整 え る には か な りの期 間 を要 す る と思 わ れ

るの で,貸 付 け に関 す る一切 の業 務 を単 独 で行 な うこ とには 困難 が 予 想 さ

れ る。(図9-1)

2の ケ ース:こ の形 式 では 貸借 契 約 を汎 用 ソフ トウ ェア事業 機 関 と利

用者 の問 で結 び,ソ フ トウ ェアは 汎用 ソフ トウ ェア事 業 機 関 か ら利 用者 に

提 供 され る。 貸 与業 務 に つい ては 代行 機 関 に ソ フ トウ ェ アの内容説 明 だ け

を 求 め,汎 用 ソ フ トウ ェ ア事業 機 関 と契 約 を直 接 す る こ とにな るか ら,そ

の契 約 が代 行 機 関 の活 動 に よって実現 した こ とを確 認 す るため,汎 用 ソフ

トウ ェ ア事業 機 関 が代行 機 関 か ら常 に貸 与業 務 の報 告 を受 け,そ の 状 況 を

把握 す べ きで あ り,汎 用 ソフ トウ ェア事 業 機 関 は 貸付 代 行 機 関 に対 し貸 与

汎用 ソフ トウェア事業機関が直接利 用者 に貸与す る形式。

特 定の貸付 け代行機関(ソ フ トウェア開発会社 も含 む)が 利用者 に

貸 与業務 を行 ない,汎 用 ソフ トウェア事業機関 に利用者 を斡旋す る

形式。

汎用 ソフ トウェア事業機関が特定 の貸付 け代行機関 に ソフ トウェア

を貸与 し,貸 付 け代行機関が不特定多数 の利用者 に貸与す る形式。

この形式は汎用 ソ フ トウェア事業機 関が貸与に関す るす
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業 務 に協 力 した見 返 り と して,斡 旋 した ソ フ トウ ェ ア規 模や 数 に応 じて手

数 料(例 えば 貸付 高 の10%)を 支 払 うべ ぎで あろ う。(図9-2)

5の ケ ース:こ の形 式 では,汎 用 ソフ トウェ ア事業 機関 と貸付 け代行

機 関 の間 で貸付 け に関 す る権 利 の譲 渡 契約 を結 び,そ の 契約 の 範 囲 内 で,

ソ フ トウ ェ アの貸 与お よび提 供 に関 す る権限 を貸 付 け代行 機 関 側 に委せ る。

貸付 け代 行 機 関 は 規定 の りべ ー トを 除 いた貸付 け料 金 を汎用 ソフ トウ ェ ア

事 業 機 関 に納 め な けれ ば な らない。 代 行 機関 が ソフ トウェ ア開 発 会社 の場

合 には,利 用者 が直接開発先 と相談炉で きるこ とになるので都 合 が よい。

また汎 用 ソ フ トウ ェア事業 機 関 に とっ て も貸付 け代 行 機 関 との形 式 的 な事

務 処 理 だけ で 済 み,利 用者 との 折衝 が 省 け るの で楽 であ る。 しか し,と も

す れば 汎 用 ソ フ トウェ ア事業 機関 の監視 の 目が とどかな くな り汎 用 ソフ ト

ウ ェア事業 機 関,貸 付 け代行 機関,利 用者 の間 で利 害関 係 も生 じか ね ない。

と くに注 意 す べ きこ と には,9・1節 で も述 べ た汎 用 ソ フ トウ ェア事 業 機

関 の姿 勢 と して の転売,又 貸 しの禁 止 の条 項 に も反 す る ので,こ の方 式 の

採 用 には十 分 な考 慮 が必 要 で あ ろ う。(図9-3)

この よ うにい くつ か の角度 か ら貸付 け形式 を考 え てみ る と,汎 用 ソ フ ト

ウ ェア事 業 機 関 に とっ ては1の ケ ース と2の ケ ースを組 合 せ た方 式 が最 も

効 果的 と思わ れ る。(図9-4)

汎用 ソフ トウェ ア事 業 機関 が 自か ら利 用者 に貸 与業 務 を 行 な うと ともに,

ソ フ トウ ェ ア開発 会社 を始 め とす る特 定 の貸付 け代 行機 関 に貸 与業 務 を委

せ て汎 用 ソフ トウェ ア事 業 機 関 に 利用者 を斡旋 させ る方 式 で あ る。 この方

式 で は,あ くまで も貸付 け に関 す る活動 の主体 は汎 用ソフトウェア事業機関に

あり,利 用者を鞭 する貸付け代行機翼は認 め て も,決 し て転 売 や 又貸 しを許可

す る こと には な らない だ ろ う。'
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図9-1 第1の 形 式

饗羅絵 三「用計

図9-2 第2の 形 式

汎用ソフ トウェア

事 業 機 関ぺ
鮒 け代行幽

貸与業務

利 用 者

図9-3 第5の 形 式

汎用ソフ トウェア

事 業 機 関

貸付け代行機関鷺[1=
一48一



図9-4 第4の 形 式

(第1と 第2を 併 合 した形 式)

汎用ソフトウェア
事 業 機 関

貸付け斡旋

鮒け代行醐 づ叢∋

●

9・3利 用者 に対 す る コンサ ル テ ィン グ

コンサ ル テ ィ ング につ い ては2通 りの考 え方 が あ る。 そ の一 つは 汎 用 ソ

フ トウ ェ ア事業 機関 が責 任 を も つて当然 行 な わ なけれ ば な らない範 囲 で あ

り,も う一 つ は利 用者 へ の サ ービ ス として汎用 ソ フ トウ ェア事業 機 関が行

な った方 が 好 ま しい範 囲 で あ る。

前者 で は広 報活 動,導 入 指導,メ ンテナ ンス ・コ ンサ ル テ ーシ ョンが主

な もの で あ る。 そ の ほ とん どが無料 サ ー ビスで あ るが,メ ン テナ ン ス ・コ

ンサ ル テ ーシ ョンにつ い ては 保 証期 間以 後有 料 とな るで あ ろ う。

広報 活 動 は外 部 に対 す る活 動 と して カタ ログの作 成配 布,説 明会 の 開催,

電 話 に よる応答 な どが考 え られ,内 部 活動 として ユ ーザ ・マ ニ ュ アル の閲

覧,利 用 に関 す る相 談 と指 導 等 が あげ られ る。

ユ ーザの理 解 を助 け るた め カタ ログや マ ニュ アル には 次 の よ うな 内容 が

も り込 まれ て い る必 要 が あ る。

① 使用 目的

② パ ッケ ージの特徴 と機能

③ 使 用方法
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④ パ ッケ ージの制 約条 件

⑤ 提 供 開 始 日

⑥ パ ッケ ージ導 入 に必 要 な ステ ッ プと時 間

⑦ これ までの テ ス ト結 果

⑧ 導 入 に あ た つての費 用 とそ の後 の運 営 費 用 ＼

⑨ ・・一 ドウ ェ アの構 成 例

⑩ ユ ーザ が利 用 で き るメ ンテナ ンス ・サ ービスの種 類

導入 指導 で は,仕 様 書,操 作 手 引書 の説 明 手直 しの相 談等 が あ り,メ ン

テ ナ ンス ・コ ンサ ル テ ーシ ョンは 誤処 理 の 指導,バ グの補 正等 が あ げ られ

る。

ま た,後 者 の汎 用 ソフ トウ ェア事 業 機 関 が行 な った 方 が好 ましい範 囲 に

は,ユ ーザ の注 文 に よる手直 し,要 員の教 育,講 習 会 の 開催 等 が あ る。

これ らの ほ とん どは有 料 で,ケ ース ・バ イ ・ケ ースに実費 を徴 収 す るこ と

にな るで あ ろ う。

ユ ーザ が パ ッケ ージ ド・プ ログ ラムを使 用 す る際 には 多 か れ少 な かれ 手

直 しが必 要 であ る。 と くにユ ーザが使 用 す る ハ ー ドウ ェアか ら くる制 約 に

伴 う手 直 しは避 け る こ とが で きな い。 また,機 能 の改 善,機 能 の強 化 等 は

必ず 起 る要 求 で あ り,汎 用 ソ フ トウ ェ ア事 業 機 関 は ア フタ ケ アの 問題 と し

て,正 当な対 価 を得 て これ に応 ず る必 要 が あ る。 パ ッケ ージ使 用 に必要 な

要 員 の 訓練 と指導 は,専 門指 導 員の派 遣 に よ り行 な わ れ るで あろ う。

さ ら に,パ ッ ケ ージ導 入 を希 望 す る利 用者 に対 しては 要 求 に応 じて,オ リ

エ ンテ ーシ ョンか ら詳 細 な内容 説 明 まで,パ ッ ケ ージ ド ・プ ログ ラム活用

の た めの 巾広 い講 習 会 の開催 が必 要 とな るで あ ろ う。
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9・4連 用 上 の 問 題 点,

貸付 け にお い て汎用 ソフ トウ ェア事 業 機 関が 最 も配慮 しなけ れ ば な らな

い こ とは 次 の よ うな事項 であ ろ う。

(1)パ ッヶ ージ ド ・ソ フ トウ ェアが予 測数 だ け見 込通 り貸 与 され てい る

か。

2

3

4

(5)

パ ッヶ ージ ド ・ソ フ トウェ ア 自体 に 欠陥 は ない か。

広 報 活動 や サ ー ビス活動 が十 分 行 なわ れ てい るか。

用 意 した パ ッケ ージ ド ・プ ログ ラム が利 用 者 に即 応 で きる もの で あ

るか。

貸 借 契 約上 で トラ ブルは起 らな いか。

こ こで,各 事 項 ご とにつ い て意見 を述 べ る。

まず,(1)の 事 項;ソ フ トウ ェアの 需要 を見 込 む ことは 非 常 に難 しい。

パ ッケ ージの性 質 とか外 部 環 境 に よ り,受 け入 れ られ方 に よってか な り変

って くる。 広 報 活 動 の充 実 も さる こ とな が ら,貸 付 け回数 の 予 測は 比 較的

この方 面 に経 験 の深 い専 門家 に よ り編 成 され た ソ フ トウ ェア専 門委 員会 で

検 討 され る こ とが望 ま しい。

② の事項;ソ フ トウ ェアは そ の性 質上,如 何 に慎 重 に検 査検 収 して も

バ グの存 在 は避 け られ な い もの で あ る。 しか し,そ の シス テ ムが もつ機 能

を大 き く損 うよ うな 欠陥 は,テ ス ト ・デ ータ を多 く用 い て取 除 い て お かな

けれ ば な らな い。

㈲ の事 項;そ の ソ フ トウ ェアが利 用者 に正 し く理解 され るか否 か は,

説 明 会や カタ ロ グの 内容 に よる で あろ う。 これ らの内容 は 要領 よ く,理 解

し易 く,充 実 した もので な けれ ば な らな い。 また,バ グや客 注 に よる 手直

しについては,速 かにその 要望 に応 じられるような体 制 を整 えておく必要 がある。
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(4)の事 項;開 発 す べ き ソ フ トウ ェ アについ て,利 用者 の要 求 を反 映 で

きる もの で あ るか ど うか を,買 上 げ また は委 託 開発 をす る際 にソ フ トウ ェ

ア専 門委 員会 で十 分 に検 討 し な けれ ば な らな い。

(5)の 事項;貸 借契 約 は簡単 明解 な もの が 良い が,相 互 の利 害 関係 を 生

ず る ものの取 扱 に つい ては 慎 重 を要 す る。 転売 や 又貸 しの禁 止 お よび 違反

に対 す る罰則,客 注 に よ り手直 しした ソ フ トウ ェアの所有 権 の問題 等 が そ

の好 例 で あ ろ う。

一52一

,



＼

10.貸 与す る プ ログ ラ ム の メ ン テ ナ ン ス の 問 題

10・1プ ログ ラムの メ ンテナ ンス

新 し く開発 され た プ ・ グ ラムを,ユ ーザ が使 用 す る際 に トラブルが 発生

す る ことは避 け られ な い。 この よ うな事 態 に も受 託者 側 にお け る プ ・グ ラ

ム の デバ ックお よび テ ス ト,発 注者 側 にお け る受 入検 査 に多 くの 時間 と労
x

力 をか けれ ば,ト ラ ブル の発 生 を減 少 させ る こ とは可 能 で あ る。 しか し,

余 りに多 くの時 間 と労 力 をか け る と,膨 大 な費 用 を必要 と し,ひ い ては貸

与価格 が高 くな るとい う結 果 を招 く。 他 方,受 託者 側 お よび 発 注者 側 では .

予 め予想 し得 ない種 類 の トラブル の発 生 もあ り得 る。、これ は 結 局 の と ころ

ユ ーザ の使 用実 績 に待 つ 以外 に方 法が ない。

トラブル発 生 の原 因 を あ げれ ば 以下 の ケ ースが あ る。

① プ戸 グラム不 良

② ユ ーザの取扱不 良

⑤ プログラム設計仕様 の不良 または不備

④ システム設計仕様 の不 良または不備

◆

●

10・2貸 与 す る プ ロ グ ラムの メ ンテナ ンス契 約

前 項 に述 べ た理 由 に よ り,プ ・グ ラムが 市 場 に出 て,ユ ーザ が使 用 して

い る間は,プ ログ ラム の メ ンテ ナ ンスを必須 とす る。 こ の ため 次 の2通 り

の方 法が 考 え られ る。

① 汎 用 ソ フ トウ ェ ア事 業 機 関 側 に メ ンテ ナンス要 員 を持 つ

② 受 託者 と汎 用 ソ フ トウ ェ ア事 業 機 関 との'間でメンテナンス契 約 を結 ぶ
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汎 用 ソ フ トウ ェア事 業 機 関 が メ ンテ ナ ンス要 員 を もつ こ とは得 策 で ない

場 合は② 項 の 方式 に よら ざ るを得 ない と考 え られ るが,そ の際 には 契 約金

額 は プ ログラ ム開発 の 対価 に リンク して決定 す る こ とが 当面 妥 当 な策 で あ

ろ う。

10・5貸 与 す る プ ログ ラムの 機能 改善(revisionuP.)

プ ログ ラム仕 様 書 は,実 際 にそ の プ ログラムの 実 用 時 に起 きるで あ ろ う

すべての事態を予 め洩れな く考慮す ることは不可 能であ り,実 際の使用経

験にもとつい て仕様 を修正 し プログラムの手直 レをす ることは往 々起 り得

る こと と考 え られ る。 この 場合,以 下 の 手順 で処 理 す る こ とが望 ま しい。

① ユ ーザか らの 要 求 な どの 情報 を その都 度 受 託者 側 に提 出す る。

② これ ら の情 報 を整理 して,手 直 しの た あ の プ ・ポ ーザ ルを提 出 させ

る 。

③ プロポ ーザル を評価 し妥 当 と判断 され れば手直 し作業 を発注す る。

④ 検 収

10・4プ ログラ ムの 機能 強 化(versionup)

一 般 に プログ ラ ムは 幾 多 の 使用 経験 が積 重 ね られ ,そ の結 果 として大 巾

な機 能!)強 化 が 要 請 され る事 態 に立 到 るこ とは稀 で は ない。 特 に・ よ く使

用 され る プ ログ ラム程 こ の よ うな機会 が多 い。'こ の場 合,以 下 の手 順 が考

え られ る。

① 当該 プ ロ グ ラムの ユ ーザ を組織 し使 用 経 験 にも とつい て情報 交 換 を

行 な う。

② プ・グラムの機能強化 について意見 を とりま とめ仕 様書原案 を作成
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す る。

⑤ 仕様書原案の審査検 討を行 な う。

④ 発 注

●
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参 考 資 料 一1価 格 算 定 の 諸方 式

価格 算 定 方 式 は 大別 して積 上 げ 方式,ス テ ップ方式,工 数方 式,比 較 方 式

等 が あ るが,積 上 げ方 式 につ い ては6.4節 で述 べ た ので,そ の他 の算 定方 式

につ い て 説 明 す る。

ス テ ッ プ 方 式

ス テ ッ プ方 式 は仕様 書 か ら業 務 内容 を詳 細 に解 析 して,技 術 レベル,作 成

時間,プ ロ グ ラム ・ステ ップ数 を決 定 して,こ れ に所 定 の単 価 を乗 ず る方 法

で あ るΩ

見 積 金 額=1ス テ ップ 当 りの単 価 ×ス テ ップ数

この ス テ ップ 方式 のポ イ ン トは,ス テ ップ数 を予 測 す る能 力,プ ログ ラム

作 成 単 価 を選 定 す る能 力 を十 分 もっ て い る技 術 者 が これ ら2つ の要 素 を決 定.

す る必要 が あ る こ とで ある。

表1-1プ ログ ラム作成 単価(1ス テ ップ当b料 金)

言語
難易度

ア センブラ コ ボ ル フォー トラン

1 か な り高度の技術 を要 す るもの
200

～550円

500

へ750円

1

500

～2,000円

2

■

専門技術 を要 す る もの

100

～200円

500

～500円

500

～500円

5 一 般 的 な技 術 で処 理 でき る もの
50

～100円

150

～500円

150

～500円

国 内計 算 セ ン タ ー調 査(JエPDE(》44年

また1ス テ ッ プの 内容 が,① 調 査 ・分 析 か ら ドキ ュ メ ンテ ー シ ョン の作 成,

保 守 ま で を含 む 料金 であ る のか,② 一 般 に使 われ て い る シス テ ム設計 か らプ

・ グ ラム引 き渡 し まで な のか ・ ◎ ㌃ デ ィ ング とデバ ッグ だけ な のか ・ に
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よ っ てそ の単価 もか な り違 っ て くる。 ②,⑤ の 場 合 でプ ・グ ラム全体 を見積

る には積 上 げ 方式 と併 用 す る とよい 。

表1-1は プ ログ ラム作 成単 価表 で あ るが,主 要 言語別 に業 務 の難 易 度 を

考 慮 して1ス テ ップ 当 りの料金 を決 定 す るこ とに なっ てい る。 なtolE価 は か

な り の巾 を もたせ て あ るが,作 成 の段 階 に応 じて① の場 合 は 上限近 くを,②

の場 合 は 中頃 を,◎ の場 合 は下 限近 くか ら選 定 して もらいた い 。

ま た,中 型 電 子 計 算 機 に お い て,プ ログ ラマが1日 当 り作 成 で き るステ ッ

プ数等 に つ い て電 子工 業振 興 協 会 「 ソ フ トウ ェア価格 に関 す る答 申案 」(昭

和42年9月)を 参 考 に表1-2か ら去 り一4に 掲 載 す る。

表1-2 プ ロ グ ラ ム の 種i類

タ イ プ フ' 口 グ ラ ム

① aSSθmbユer
,
compiユeち IOCS controユ P「og「am

②
● ■ 否

ut1ユ1tアrout■ne, subroutinθ

◎ aPPユicatio刀 packagθ

④ or}一 ユinθrθaユ timθ P「ogram

⑤ usθ 「sp「09「am

〔注1〕 こ こ で い う中 型 電 子 計 算 機 とは,金 額 に して4,000万 円 ～2億

5POO万 円 未 満 の もの を い う。(日 本 電 子 計 算 機 ㈱ 分 類 に よ る)

〔 注2〕 こ の 場 合 の ス テ ッ プ 数 とは,ソ ー ス ラ ン ゲー ジ(sourceユan--

guage)の ス テ ッ プ 数 を い う。

〔注5〕 タ イ プ④ のOn-一 ユinθrθaユ 七imθprOgramは,大 規 模 な 総

合 シ ス テ ム では な く,比 較 的 小 規 模 な シス テ ム とす る。
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表1-5 1日 に1人 が 生 産 す る プ ロ グ ラ ム ・ス テ ッ プ 数

タ イ プ
♂

ス テ ツ プ 数

① 5 ～ 25

② 10 ～ 40

◎ 10 ～ 50

④ 10 ～ 20

⑤ 20 ～ 60

〔 注4〕 一 般 に,4K,8K等 の 小 型 機 の 場 合 は,1日 当 り の ス テ ッ プ

数 は 中 型 機 よ り多 くな る 。

中 型 電 子 計 算 機 に お い て,プ ロ グ ラマ が プ ・グ ラ ミ ン グ に 要 す る 時 間 と計

算 機 使 用 時 間(machinedebug時 間)と の 割 合 は 表1-一 一4の 通bで あ る 。

〔注5〕 こ の 場 合 の"プ ・ グ ラ ミ ン グ"と は シ ス テ ム デ ザ イ ン等 は含 ま

ず,予 め デ ザ イ ン され た シ ス テ ム に 従 っ て
,ア イ テ ム デ ザ イ ン,

コ ー デ ィ ン グ の た め の フ ロ ー チ ャー ト作 成 か ら デ バ ッ ギ ン グ ま で

を い う。

表1--4 計算機使 用時間 のプログ ラミング時 間に対す る割合(%)

タ イ プ 計 算 機 使 用 時 間 の 割 台(%)

① 3～'8

② 4～10

⑤ 5'～8

④ 5～8

⑤ 5～8
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〔注6〕 一 般 に4K,8K等 の 小型 機 の場 合 は,中 型 機 に くらべ,計 算

機 使 用時 間 の割 合 は,約2倍 く らい 多 くな る。 ま た,大 型 機 の場

合 は割合 として は可 成 り少 な くな る。

工 数 方 式

この方 式 は プ ログ ラム作 成 の各 パ ター ン にお け る見 積 工 数 を計算 し,そ の

合 計工 数(マ ンパ ワー と して人 日で表 わ す こ とが 多い)に 工 数 単 価 を乗 じて

見 積計 算 を行 な う方 法 で あ る・ この方 法 で問題 に な るの は工 数 算 出方 法 な の

で,そ のい くつか の ケー ス を紹 介 して行 こ う。

① プ ログ ラム作 成 の パ ター ン をい くつか 考 え,工 程 にお い て 各 ケー スが ど

れ位 の マ ンパ ワー で処 理 で きるか を計算 す る。

■

■

表1-5 見 積 工 数 表 (人 日)

プログ ラムパターン

プ ログ ラム 設 計 コー デ ィ ン グ デバ ッグ /
}

アセンフフ コボル
フォー

トラン

アセンブラ コボ ル
'

フォー

トラン
アセンブラ コ約。1

.

1 5 2 2 5 5 2 3 2

2 4 2 2 6 4 5 5 5

、

n 6 5 4 8 6 5 4 3

合 計 32 18 21 35 20 18 15 11

●

② エBM1401(メ モ リー8K)テ ー プ シス テ ム に お け る プ ロ グ ラ ミ ン グ

に お け る プ ロ グ ラ ミ ン グ の 作 業 標 準

マ ク ロ ・ ロ ジ ッ ク,ミ ク ロ ・ロ ジ ッ ク,コ ー デ ィ ン グ・ デ ス ク'チ ェ ッ キ

ン グ,テ ス ト ・ア セ ン ブ リ,ド キ ュ メ ン ト作 成 と引 渡 し の 各 パ タ ー ン に っ
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■

きス ケー ル を10段 階,複 雑 さ を5段 階 に わ け,各 々の マ トリック スに マ ン

パ ワー を あては め て ゆ き,さ らに各 パ ター ンの要 素 毎 の マ ンパ ワー を合 計 し

て総 合表 を作 成 して い る。 工 数 見 積 りは 各 パ ター ン毎 に 要素 を選 択 して合 計

して も,総 合 表 だけ で行 な っ て も よい 。

IBM1401の プログ ラ ム評 価 には5つ の パ ラ メー タを用 い てい る。

第1の パ ラ メー タ は コー ディ ング のス ケ ー ル で あ り,第2の パ ラメー タは プ

ログ ラム の複 雑 さ であb,第5の パ ラメー タは入 出 力装置 の数 で あ る。 そ こ

で複雑 さ を客 観 的 に評 価 で き る よ う

ス ケール の フ ァク タ

複 雑 さ=
入 出 力装 置 の数

で表 す こ ともで き る。A～Dの ラ ンク づけ は統 計 の結果 に よ り決 め られ る。

■

表1-6 総 合 表

スケール

複雑さ
1 2 5 4 5 6 7 8 9 10

A 90 11.0 13.5 15.5 18.5 20.5 23.0 25.5 2Z5 30.0

B 15.0 15.5 1Z5 20.5 23.0 25.5 28.0 50.0 53.0 55.5

C 18.0 20.0 22.5 25.0 28.0 50.0 525 55.0 5ス5 40.5

D 23.0 25.5 2Z5 30.5 53.0 55.0 58.5 40.5 44D 46.0

E 295 52D 54.5 56.5 40.0 41.5 44.5 4ZO 495 51.5

●

複 雑 さの フ ァク タの度 合 は次 の表 の とお りで あ る。

フ ァ ク タ

A

B

複雑 さの度 合

簡 単(simpユ θ)

適 当blodθrate)
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Cや や 困 難(MediumDifficuユt)

D非 常 に 困 難(QuiteDifficuユt)

E極 度 に 困 難i(ExtraOompユ θx)

F不 可 能(rmpo8eible)

◎De▽ θユopmθntTimeEstimation(SDCManagementHandbook

forthθEstima七ionofComputθrProgrammingCosts)

こ の 見 積 は プ ロ グ ラ ム の 設 計,コ ー デ ィ ン グ,テ ス トの工 数(八 月)を 見

積 っ た もの で あ る 。

a)dO人 月 位 の 小 さ な プ ロ ジ=ク ト

所 要 工 数=O・29琴 一 〇・47&十1.45)～ 十1.13)も 一207X,十4・75

b)10人 月 ～90人 用 の プ ロ ジ ェ ク ト

所 要 工 数=7.22&十4.04)も 十2.64X,'一 一15.25又,一 一一9.27&,十66

こ こ で 垣 は

X・={O

x、={

x,={

x、={

x,={

x、=『{

「仁

%

…

、
:

X

9

・

9

・

'

1

1

0

1

0

1

0

1

0

1

0

使 用 言 語 がCompiユer

〃ASSθmbユer

メ モ リ ・サ イ ズ16K～100K

"16K以 下

.こ の プ ロ グ ラ ム と同 種 の プ ロ グ ラ ム を 作 っ た 経 験 が あ る 。
〃 経 験 が な い 。

タ イ ミ ン グ ・ コ ン ト ロ ー ル の 要 素 が あ る。

〃 要 素 が な い 。

使 用 す る コ ン ピュ ー タ が 初 め て の もの で あ る 。

〃 の 使 用 経 験 が あ る。

プ ロ グ ラ ム作 成 場 所 が1ケ 所

〃'分 散 し て い る。

既 に開発 され使 用 で き るサ ブル ー チ ンの ス テ ップ数

(ま で)

全体 の推 定 プ ログ ラム ・ステ ッ プ数
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この方 式 に よるサ ン プル 実 験 では工 数 と計算機 時 間 に関 係 す る コス トは プ

ログ ラム の大 きさに 関 係 し,他 の要 因 に は関 係 ない と見 られ てい た が,実 験

結 果 に よれば 他 の変 数 を加 え る こ とに よ り予 測信 頼 度 は25%増 加 して い る。

これ は ステ ップ数 よりむ しろ,他 の適 当 な予 測変 数 を加 え て使 用 す る方 が コ

ス ト見 積 精 度 を増 加 させ るこ とを示 してい る。

効 果 的 な コス ト測 定 のた め に は 情報 を追 加 す るこ とが 必要 で あ る。 しか し,

現 状 では プ ログ ラム の デ ー タ処 理 能 力,複 雑 さ,確 実 さ,使 い易 さ,可 変性

とい う ような測定 し難 い設 計特 性 が 多 い た め 目標 は達 成 しに くい 。

④ 日本 電 子 開 発 ㈱ に よ るプ ログ ラ ム見 積 基準

この基準 はFORTRAN,COBOL等 の コ ンパ イ ラに よ る委託 プ ログ ラムの 価格

決 定 に対 す る工 数見 積 基準 で あ る。

●

●

表1-7 ジ ョブ ・フ ァク タ(新 規 プ ログ ラム作 成 の 場 合)

●

ファクタ

範 囲
a仕 様 の完 備 bド ㌔ メント要求 cチ ェック ・デ 「タ dロ ス ・タイム

A ・・(二為 ングと) 00(不 用) 00(不 用) ・・(謹懲

B

一 ∨ 一

・`(ア イア→ レフローから
ララ㍉グまで)

02(エ/oの み) α2(大 部分提供)
言慣 機

025(NEDで)

外部使用

C

フ「ロックチャート

1.7(か ら仕 様 書)

作 成 ま で

・・(㌶議 05(半 分程度提鍍

D 2P(全 工 程)) 08(詳 細 説 明) α4(全 て準 備)

一65一



見 積 工 数(鴨)=Wl×S× 」 ×F
リ ノ

W、;1ス テ ッ プ 当 りの 標 準 工 数 でWl・=O・25H/ス デ ッブ で あ る

S;総 ス テ ッ プ 数S=M十 蝿

哨 は ス テ ー ト メ ン トカ ー ドの 枚 数 で カ ー ド1枚 を1ス テ ッ プ と

す る 。

鳩 は コ ン ト ロー ル ・カ ー ドの 枚 数 で カ ー ド1枚 をO・6ス テ ッ プ

とす る

」;ジ ョブ ・フ ァク タJ=a十b十c十d

F;フ ァ シ リテ ィ(難 易 度)

表1-8難 易 度

難易度 プ ロ グ ラ ム ・ス テ ッ プ数(S)

1.0 0～200

1」 201～400

1.2

'
401～800

1.3 801～1600

1.4 1601～5200

1.5 3201～

この方式 を利用 した場 合の過去 におけ る実績 と見積 の誤差は,10%以 内

で あ る とい う実験 結 果 が で て 亘 る・
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比 較 方 式

従 来 か ら価 格 の決 定 は通 常 見積 り料 金,即 ち過 去 の経 験 に基 づ く勘 に よ り

な され て きた。 ソフ トウェアは,計 算 機 使用 と頭 脳 労 働 か らの産 物 であ り,

特 にマ ンパ ワー が コス トを左 右 す る大 き な要 因 とな っ てい る。 この ため業 務

の 内容,専 門技 能,周 囲 の条 件等 に より受注 の段階 で価格 を見 積 る こ とは非

常 に困 難 で あ る。委 託 を受 け た側 で も完 成 してみ ない と対 価 が算 定 で きない

の で は無 責 任 で あ るか ら,実 際 に要 す る費用 で は な く,特 定 の機 械 で標 準 的

な能 力 を もつ プ ログ ラマ な らこの位 で で き るだろ う とい う漠 然 と した算 定 を

行 な っ てい る。 そ のほ とん どは 周囲 に あ るプ ログ ラ云 や過去 に作 成 した プ ロ

グ ラム との比 較 で価 格 が決 定 され て い る。

ソ フ トウェア が ユー ザ に利 用 して も らえ るか ど うか ,即 ち市 場 性 が あ るか

ない か は ユー ザ の評 価 に あ り,そ れ が 有 用 なの で是 非 利 用 した い となれぱ 想

像 以 上 の高 い価格 をつ け1で も買 って くれ る。100万 円 の開 発 費 をか け た

もの が ユー ザの 人気 を呼 び,1件10万 円 で40件 も50iZiも 売 れ る こ とが

あ る。 ま た,そ の半 額 の1件5万 円 とい う価 をつ け た ため に100件 も150

件 も売 れ る こ とが あ る。

ソフ トウzア は1度 開 発 した もの に対 して はそ の コ ピー を提供 す るだけ で

よ いの で,少 数 の利 用者 で利益 を あげ る よ り,多 くの利 用 者 に安 く提供 して

利 益 を上 げ る方 が得策 とい え る。 い わ ゆ る薄 利 多 売 の精 神 で あ る。 また
,あ

る プ ログ ラム を100万 円 で開 発 し200万 円の 値 をっ けて 販 売 したが1件

も売 れ なか っ た 。 そ の た め に100万 円,10万 円,5万 円 と値 を下 げ て販

売 したが や は り売れ なか っ た とい う例 もあ る。 その 理 由 はユ ーザ がそ の プ ロ

グ ラム の価 値 を認 め なか った か らで あ り,活 用 で き るか ど うか 不 安 で あ った

か らで あ る。
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この よ うな意味 では,ソ フ トウ ェア は 水物 で あ り人 気 が で ればAutofユow

の よ うに600本 も売 れ るケー ス が あ る。 ソ フ トウェアの 流通 は,宣 伝 活動,

制 約 条 件,価 格 等 に よ りか な り影 響 を うけ る。 宣 伝通 りの効果 が あって,事

実 み ん なが 活 用 して お り,さ らに安 け れ ば ユー ザは 買 う気 を起 す の は当 然 で

あ ろ う。 この よ うに比 較方 式 は原 価 を無 視 した顧 客 本位 の対 価 決 定 法 で あ る。

即 ち利 用 目的 に あっ て い て安 くて,使 え る もの となれば 護 れ で もそ の ソ フ ト

ウ ェア を買 うは ず で あ る。 ア メ リカで 出回 って い る汎 用 パ ッケ ー ジ の67%

は 工BMの ハ ー ドをベー ス に してい る といわ れ てい るが,そ れ らの プログ ラ

ム の ほ とん どは1,000ド ル以 下 とい う安 い値 段 で売 られ て い る。
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参 考 資 料 一2

一 年 間 に 一 人 が 生 産 す る

プ ロ グ ラ ム の 大 き さ と 種 類

－IBMUS"ER43年10月 号 よb－

プ ロ グ ラ ム の 種 類 プ ロ グ ラム の 例 プログラムの 大 きさ

単純 な プ ロ グ ラム 簡 単 な応 用 プ ログ ラム 6,000～10,000

ス テ ッ プ

基 本 が確 立 して い る プ ログ ラム

Compiユ θr

SORT/MERGE

1,000～3,000

ス テ ッ プ

未 知 な分 野 の プ ログ ラム

都市計画モ デル

経 営計画 モデル

500～600
●

ステ ップ

(プ ログ ラ ム ・エ ラー を除 去 し,完 全 な ドキ ュメ ン トを作 る時 間 を含 む)
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参 考 資 料 一3

細 分 化 さ れ た 工 程 表

作 業 区 分

シ

ス

テ

ム

設

計

現 シ ス テ ム の 調 査

現 シ ス テ ム の 分 析 ・評 価

新 シ ス テ ム の 設 計

シ ス テ ム 仕 様 書 の 作 成

シ ス テ ム 仕 様 書 の ト ラ ン ス フ ァ

ブ'

ロ

グ

ラ

ミ

ン

グ

プ ロ グ ラ ム 方 式 の 設 計

フ ァ イ ル の 設 計

プ ロ グ ラ ミ ン グ

テ ス ト ・ デ ー タ の 作 成

デ バ ッ ギ ン グ(単 体 テ ス ト)

プ ロ グ ラ ム 説 明 書 の 作 成

プ ロ グ ラ ム 仕 様 書 の ト ラ ン ス フ ァ

テ

ス

ト

お

よ

び

評

価

フ ァ イ ル の 作 成

シ ス テ ム ・ テ ス ト(総 合 テ ス ト)

テ ス ト ・ ラ ン(実 デ ー タ の テ ス ト)

シ ス テ ム の 評 価

サ

ー

ビ

ス

オ ペ レ ー シ ョ ン ・ マ ニ ュ ア ル の 作 成

オ ペ レ ー シ ョ ン の 説 明

ド キ ュ メ ン ト の 整 備,編 集 及 び 印 刷

シ ス テ ム 引 渡 し 及 び シ ス テ ム の 保 守
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参 考 資 料 一5 パ ッケ ージ ド・ソフ トウ ェア の 販 売 状 況

米 国 に おけ る ソ フ ト'ウェ アへ の 投 資額 は,最 近 で はハ ー ドウェア へ の投 資

額 を凌 い で お り,ま す ま す ソ フ トウ ェア ・ア プ リケー シ ョンの要 求 が強 ま っ

て い る。 ソ フ トウ ェア 会社 の商 売 は請 け負 い開 発 と専 有 権付 きパ ッケー ジ ド

・ソフ トウ=ア の 開発 が あ るが,特 に 後者 は70年 代 に賭 け る商品 と して期

待 され て い る。

1968年 のパ ッケ ー ジ ド ・プ ログ ラムの 売上 げ は2億7千 万 ドル とシス

テ ム ・プ ログ ラム に対 す る投 資額2億6千 万 ドル を上 ま わ って い る。 そ れ が

1974年 に は25億6千 万 ドル に ま で な る こ とが 予想 され る。

米 国 では最 近,エBMが ソ フ トウ ェア とハ ー ドウ ェア の価 格 分 離 に踏 み切 っ

た こ とも手 伝 って ソ フ トウェ ア会 社 を中心 とす るパ ッケ ー ジ ド・プ ログ ラム

の 開 発 お よび販 売 は一段 と活 発 な動 きを示 して い る。

ソ フ トウェア とい って も特別 な販 売 方 法 が あ るわ け では な く,結 局,ソ フ

ト ウェアの 対価 が如 何 に理 由 づ け られ て市 場 に 出回 るか とい うこ と であ る。

現 状 では詳細 な経 費 の積 上 げ を行 な って対 価 を算 定 して も価 格 は 売 り手 と買

い手 の交 渉(話 し合 い)に よっ て決 め られ て い る状態 で あ る。 しか しソ フ ト

ウェア流 通 が,今 以 上 に 盛 ん に行 な われ,至 る と ころ で価 格 が決 め られれ ば,

それ ら個 々の ケー ス が体 系 づ け られ て規準 価 格 が決 定 さ れ よ う。関 係業 界 で

も最 近 は,正 当 な対 価 で販 売 さ れ る ところ に ソフ トウェア市 場 の安 定 性 と将

来 へ の発 展が 開 け て く る こ とを認 識 しは じめ て きて い る。

パ ッヶー ジ ド ・ソ フ トウェア の流 通 は 主 に ソ フ トウェア 販 売 会 社 を通 して

行 な わ れ て い る。 ソフ トゥ=ア 製 作 者 とユ ー ザを結 ぶ ブ ロー カ と して は エOP

社 が 有 名 で あ る。 同社 は エCPQuarterユyと 呼 ぶ カ タ ログ誌 を発行 して
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ソフ トウ=ア を紹 介 してい る。現 在,米 国 の ソ フ トウェア 会社 数は 約1 ,000

とい わ れ て い るが,こ の うちか な りの会 社 がICPを 利用 して い る。 カ タ ロ

グ誌 に は毎 回11500件 以 上 の パ ッケー ジ ド・ソフ トウェア が紹 介 され て お り

2万 ～5万 ぐらいの 利 用者 が エCPを 何 らか の形 で利用 して い る とい わ れて

い る。

エCPQuartθrユyを 分 析 す る と,販 売 価 格 を提 示 して い る もの のほ と

ん どが1,000ド ル以 下 の安 い もの で275ド ル ～350ド ル が と くに多 い 。

これ は 日本 の例 で あ るが,価 格分 離 に踏 み 切 っ た 日本 工BMの 有 料 プ ログ ラ

ムは月 間 レン タル7,200円 ～105,000円 と,こ れ もまた比 較 的安 い価格

をつ け て い る。

わ が 国vatsけ る現 状 は(財)日 本情 報 処 理 開発 セ ンター が昭 和45年5月

に とり ま とめ た 「 プ ログ ラム 登録 制 度 の 現 状 と今 後 の課題 」に もみ られ る よ

うに登 録 プ ログ ラム1510件 の うちわ ず か15件 しか価 格 がつ け られ て い

な か つ た。 そ の 理 由は,ソ フ トウ ェア会 社 や 計算 セ ン ター のほ とん どが この

登 録 に応 じなか っ た こ とに よ るが,こ れ らの 会社 が メー カの下 受 け や特 定 企

業 の 注文 に よる請 け 負 い 業 務 一 本 や りで,積 極 的 にパ ッケ ー ジ ド ・ソ フ トウ

ェア を手 掛 る力 に欠 けて い る こ とを意 味 してい る。そ れ は また,米 国 に み ら

れ る よ うな国 家 予 算 が背 後 に控 え た ビ ッグ ・プ ロジ ェク トが少 ない こ とや ,

電 子 計 算機 の絶 対 数 が米 国 の1/11以 下 で あ り,汎 用 パ ッケー ジを受 け入 れ

るだ け の需 要 が見 込 め ない た め で あろ う。

パ ッ ケ ー ジ ド ・ ソ フ トウ ェア の 定 義

汎 用 性 を満 足 さ せ る こ と を念 頭 に 設 計 さ れ た コ ン ピ ュ ー タ ・プ ロ グ ラム も

し く は プ ログ ラムの=L-一 ザ で あ っ て,不 特 定 の ユ ー ザ に 答 え る もの(Business

P「 θssエntθrnatiOnaユ ・Th・W。 ・ユd。fP・ ・k・g・dS。ftwarθ よ の
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この よ うな 状況 か ら も,わ が国 の ソフ ト ウェア会 社,計 算 セ ンター に対 し

て国 と しては もっ と力 をつ け る必 要 が あ り,今 春 制 定 され た 「情 報処 理 振 興

事 業 協 会等 に関 す る法 律 」に よ る情報 産業 育 成 策 の 効 果 的 運用 に期待 す る と

ころが 大 きい。

_72一



●

参 考 資 料 一6 価格 決定 に対 す る考 え方

貸付 け価 格 決 定 の 基 本 的 な考 え方 は,対 価 す なわ ち原価 を 回 収す る こ とに

ある。 汎用 ソ フ トウ ェア事 業 機 関 の 使命 は国 家 的見 地 か ら ソフ トウェアの 流

通 と情報 処 理産 業 の 振 興 を図 る こ とで あ り営 利 を 目的 と して い ない。

貸付 け価 格 決 定 の 焦 点は,い くつの 利 用者 が何 回 程度 利 用 す るか,利 用期

間は どの位 か とい う利 用 者 数,利 用 回数 それ に ライ フ ・タイ ムの 目安 をつ け

る こ とに あるo

どれ だ け貸 与 で きる か が想 定 で きれ ば,あ とは 開 発 に要 した費 用を 貸 付 け

回数 で 割 り,1回 当bの 貸 付 け価 格 が決 定 で きる 。

延 べ何 回 貸付 け で きる か の 見込 み数 は,最 も利 用 しそ うな分 野 に的 を しぼ

b確 実 な とこ ろを 予 測 す る。 例 え ば開発 費2,000万 円 のAと い う ソフ トウ

ェアが,Bと い う分野 を 中心 に活 用 され1年 間 利用10社,2年 間利 用5社,

3年 間 利用10社 と予 測 で きた な らば,

2,000万 円 ÷(1年 ×10十2年 ×5十3年 ×10)=40万 円/年

即 ち貸付 価 格 は1年1セ ッ ト当b40万 円 と決 定 され る。

プ ログ ラムは 利 用 者 に利 用 し易 くす るた め.貸 付 け 価 格 は 安価 な もの にす

る。 い わ ゆ る薄 利 多売 の 精神 で あ る。 この よ うな意 味か ら も利用 者数 の予 測

は 多め に行 な った 方 が よい。 ソ フ トウェアは そ の 性 質 上,最 初利 用 され な く

て も時 が たつ うちに 値 うちが で て くる とい う こ とは,ま ず 考 え られ な いの で

貸付 け は短 期 で 考 え た方 が よい 。 貸付 け期間 は開 発 に と りかか っ てか ら5年

以 内,償 却期 間 の 目安 を一 応3年 位 に お くぺ きで あ る。

レンタル は原 則 と して 使用 す る計算機1セ ッ ト当bの 料 金 で あb,複 数 で

使用 す る場 合 は そ れ ぞれ の セッ ト毎 に レン タル料 金 を支 払 わ なけ れ ばな らな
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い。 但 し,同 一 会 社,ま た は子 会社 で同 一 プ ログ ラムを 数 セ ッ トに使 用す る

場 合は 多少 の 割引 き も考 え られ る 。 ま た長期 レン タルの 場 合 も割 引 きを考 慮

す る 必要 が あ り,い ず れ の場 合 もケー ス ・パ イ ・ケ ー スで 処 理す べ きで ある 。

保 証期 間 内 の保 守料 は,価 格 の 中 に組 み込 まれ て い る が,そ れ 以後 の 保 守

につ い て は,料 金 を徴 収 す る。 ま た,コ ンサル テ ィ ング,客 注 に よる プ ログ

ラムの手 直 し,要 員教 育,ド キ ュ メ ンテ ー シ ョンの配 布 等 につ いて は これ も

ケー ス ・バ イ ・ケ ー ス で 有料 にて 実 施 す る 。

1
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参 考 資 料 一7

パ ッケ ー ジ ド ・プ ロ グ ラ ム の価 格 例 一1

ユーテ ィ リティ(金 額:万 円)

プ ロ グ ラ ム名 用 途 買取 り σヨ)
リース 灘

AUTOFLOW プ ログ ラム ・ドキ ュメンテーシ ョン 156 600

TESTPAC パ ッケー ジ ・ソフ トウェアテス ト 59ス8 1a5 75

AUD工 丁－THRU レ ポ ー ト ・ジ ェ ネ レ ー タ 524 10.8 3'0

,SCERT

…
コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ス テ ム の

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 51.0 53

DOCUMATIC RPGド キ ュ メン テー シ ョン 52

FORFLO
フ ォ ー ト ラ ン

フ ロ ー チ ャ ー テ ィ ン グ
175 33

XDUP 1130デ ィ ス ク 操 作 5.6 42

NSA

、

オ ブ ジ ェ ク トコー ドを
ア セ ン ブ ラ言 語 に変 換 11.7 22

CPY デ ス'ク ・ コ ピ ー イ ン グ 1.8 24

PRINTZ&PRNT-1 最 大速 度 で1152プ リン タ
を ドライ ブ Z2 16

工NSTANT-COBOL COBOLプ ログラムの 作 成 126 12

QU工CKDRAW ドキュメンテーシ ョン 識 別 205.2 150

SSTPAC 乏顧鏡シ多7㌫法名耀 270
1

8

ラ イ ブ ラ リ

パ ッ ケ ー ジ ド ・プ ロ グ ラ ム の 価 格 例 一2' ,

(金 額:万 円)

プ ロ グ ラ ム名 用 途 買取 り
(月)

リー ス

提係
件数

在 庫 管 理A4279 11

市 場 管 理A300.0 200

税'計 算A4000 300

需要分析 予測F5軌000' 210

A、 分 散 分 析,F385 100
一
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プ ロ グ ラ ム 名 用 途 買取 り
(月)

リー ス

提供
件数

SIMSCR工PT シ ミ ュt!一 シ ョ ン 540 1a6 40

QW工CKQWERY デ ー タ の検 索,分 析 972 32.4 20

MARKW フ ァ イ ル ・ マ ネ ー ジ メ ン ト 1260 190

SCORE 情報検 索お よび報告 270 56

TE]口NETE 最適 ネットワークシステムの決 定 324 1

GPSS/360-NORDEN シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 540 5

CONTRACTCOST

CONTROL
コ ス ト コ ン ト ロ ー ル 1080 1

qUICKDATA 小企業 向けデータ記録管理 21.2 2

FILEMASTER 大企業向けおよび科学記録管理 45 3

パ ッ ケ ー ジ ド ・ プ ロ グ ラ ム の 価 格 例 一5

アプ リケーシ ョン ・プログラム.(金 額:万 円)

プ ロ グ ラ ム 名 用 途 買取 り
(月)

リー ス

提 供
件数

人 員 予 測 管 理C800 8

生産 計画 の決定C800 7
A

計 画 納 期 管 理A1乞000 90

得 意 先 元 帳A2,380 5

売 掛 金 請 求C乞580 10

土 木 会 社 のA3α000

トー タルシステム

500

財務情報 報告 システム 一 般元帳会計
'450

21.6 14 、

GENERALIZED

PAYROLLSYSTEM

連邦政府,民 間会社で利 用で
きる給与計算 プログラム

720 48

MONEYM工NDER
勘定 口座 よ り収 入,支 出を レ
ポ ー トす る

12

工五A
保 険 証券 マス タ ・プ アイル 維

持 お よび報 告 機 能
2a8 8

CARTIF工CATEOF

DEPOS工TANI)SAV工NGS
預 金,貸 付 プ ログ ラム の検 証 324 17
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参 考 資 料 一8

主 要 な 汎 用 ア プ リケ ー シ ・ン ・プ ロ グ ラ ム

'

・

ン
ペ

最 適 化 問 題

TranspOr七atiOnProblem

AssemblyLineBalanCing

TraveUingSa1θeman

PortfollioSelec七ion

PrOcess10ptimizationProgram

Ma七hθmaticalPrOgrammingSyste皿

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 、

DyllamicModθ1

Simscript

Capi七a11nvestmen七Program

GeneralPUrpOsθSimulatiOnSアstem

COntinuOusSy8temModeユingProgram

`

ス ケ ジ ュ ー リ ン グ

CPMCOST

CPMMAN

OPMTIME

IPERTCOST

5

統 計 関 係

COmponθntAna1アsi日

Cros8TabUlating

FactorAnalysi8

TetrachOlicCOrreユation

BiOlnedicalCOmputerPrOgra皿
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予 測 関 係

EPAMethod

CensusMethOd

WeightedRegre8sionAnalysisProgra皿

MultiplθRegressionAna■ysis

NOnづLinearEstima七iOnPrOgram

FOrθCastingbアECOnOmθtriCSyste皿

LinθarEconometricModelSimulator

㊦
..

}

土 木 建 築 構 造

InflUenceLineofGontinuou日Beam

工nfluenceLineofCon七inuousTruss

工nfluenceLineofFrameS七ructure

工rrθgularFormGirder

Compo8i七eBeam

ArchDa皿

GeneraユRahmen

RθsponseAna■Ysi8t

CurvedGirder

FrameS七ructurθAnalysi8PrOgram

機 械 工 学

StθamTab1θ

FreeBoard

FlθxibilityAna■ysisofPipingS5rstem

Au七 〇皿aticaユlyProgrammedTools

電 気 ・ 電 力

Nθ 七workAnaユ ア8is

ElectricCircuit

Program

Ana1ア8i8Progra皿
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B■ 旦3kDiagramColnpi■er

:　 馳
＼

化 学 ・ 工 業

MUユti-COmpOnen七Di8tiユatiOnSerVice

ChemicalEnginθering工nformatiOn]⊇rocθssingSyste皿

ε

、

`

そ の 他 、

Lis七Processor●
LargeMa七rix工nVersiOnandSOIutiOn

SimUユtaneOUs工 」inearEqUa七iOn

ContourMap

OfLinθarEquation

∪
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禁 無 断転 載

財団法人 日本 情 報 処 理 開 発 セ ン タ ー

東京都港区芝公園21号 地1番5

機 械 振 興 会 館 内

TEL(434)8211(代 表)

有限会社 タ カ ミ ・プ リ ン ト

東京都港区芝1丁 目2番15号
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